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日本吉生物学会会則 (1983, 1 , 22 改訂)

本会は日本古生物学会という.

本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科の進歩および普及を計るのを目的とする.

l. 会誌そのほかの出版物の発行. 2. 学術講演会の開催. 3. 普及のための採集会 ・ 講演会そのほ
かの開催. 4 研究の援助・奨励および研究業績ならびに会務に対する功労の表彰その他第 2 条の目
的達成に資すること.

本会の目的を達するため総会の議を経て本会に各種の研究委員会を置くことができる .
本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科に興味を持つ会員で組織する.
会員を分けて普通会員 ・ 特別会員 ・ 賛助会員および名誉会員とする .

普通会員は所定の入会申込書を提出した者につき評議員会の議によって定める .
特別会員は本会に 10 年以上会員であり古生物学について業綴のあるもので， 特別会員 5 名の推薦の
あったものにつき評議員会の議によって定める .
賛助会員は第 2 条の目的を賛助する法人・で評議員会の推薦による .

名誉会員は古生物学について顕著な功績のある者につき評議員会が推薦し， 総会の決議によって定め
る .

会負は第 12 条に定められた会費を納めなければならない. 会員は会誌の配布を受け第 3 条に規定した
事業に参加することができる .

会費の金額は総会に計って定める . 会費は普通会員年 7 .000 円， 特別会員年 8.500 円，賛助会員年 l
口 15.000 円以上とする.名誉会員は会費納入の義務がない.在外の会員は年 8.500 円(または等価の
u. s. ド Jレ)とする.

本会の経費は会費 ・ 寄付金 ・ 補助金などによる .

会費を 1 ヶ年以上滞納した者および本会の名誉を汚す行為のあった者は， 評議員会の議を経て除名す
ることができる.

本会の役員は会長 l 名，評議員 15 名，および常務委員若干名とする.任期は総て 2 年とし再選を妨げ
ない. 評議員は特別会員の中から会員の通信選挙によって選出される .

会長の委嘱により本会に幹事および書記若干名を置くことができる.

常務委員会は評議員会において互選された者で構成される . 但し会務上必要とする場合は，特別会員
の中から常務委員若干名を評議員会の議を経て加えることができる .

会長は特別会員の中から評議員会において選出され，本会を代表し会務を管理する.

会長に事故ある場合は会長が臨時代理を委嘱する .

本会には名誉会長を置くことができる . 名誉会長は評議員会が推薦し総会の決議によって定める . 名

誉会長は評議員会に参加することができる .

本会は毎年 I 固定例総会を開く . その議長には会長が当たり本会運営の基本方針を決定する .

総会の議案は評議員が決定する.

会長は必要があると認める時は臨時総会を召集する . 総会は会員の十分の一以上の出席をもって成立
する . 会長は会員の三分の一以上の者から会議の目的たる事項および召集の理由を記載した替面を

もって総会召集の諮求を受けた場合は臨時総会を召集する.
総会に出席しない会員は他の出席会員にその議決権の行使を委任することができる . 但し， 欠席会員

の議決権の代行は lλl 名に限る .

総会の議決は多数決により，可否同数の時は議長がこれを決める .

会長および評議員は評議員会を組織し， 総会の決議による基本方針に従い運営要項を審議決定する .

常務委員は常務委員会を組織し評議員会の決議に基づいて会務を執行する .

会計監査 l 名をおく . 監査は評議員会において評議員および幹事をのぞく特別会員の中から選出され

る . 任期は 2 年とし再選を妨げない.

本会の会計年度は毎年 1 月 1 日に始まり 12 月 31 日 に終る.
本会会則を変更するには総会に付議し， その出席会員の三分のニ以上の同意を得なければならない.

1) 評議員会の議決は無記名投票による .

表紙の写真 :品ηrþhylia lobata ﾉtallon 
100年前に発行された F. Koby の論文

「スイスジュラ系のサンゴ類のモノグ

ラフ」より



日本古生物学会創立50周年記念事業

すでにお知らせ申し上げました(化石第33号)よ

うに，日本古生物学会は， 1985 ( 昭和60 ) 年，創立

50周年を迎えることになります 学会では ，こ れを

記念する行事について ， 1 ~円二年以来いろいろと検討
してまドりましたが， こ のたび下記のような行止事大

綱カ、きまり，その実施に向けて活動を開始いたしま

した

日本古生物学会が，この50周年を契機として，;Ilfr

学の発展 と 普及のため ， さらに一段と飛躍できます

よう，記念行事について会員の皆さ まのご理解とこ

↑'hIJ 力をおねがい申し上げます.

1. 記念式典および祝賀会

日時 1985 (昭手口60) 年 2 月 1 日 (金曜)午後
場所 国立科学博物館講堂 (上野公園内 )

式次第 1) 開式の辞， 2) 式辞(会長)， 3) 

祝辞(関連官庁，内外の学協会)， 4) 創立以

来の会員の顕彰， 5) 特別講演， 6) 閉式の辞

祝賀会 (於 国立科学博物館食堂)

キ\U司会へのご案内は， 11月末までにお手もとに

刷くようにいた 」ますが，準備の者11合上，予約

制といたします. 1985年の年会・総会は， 2 月 2

日(土限，国立科学博物館)および 3 日(東京

大学理学部)で開催いたしますが，例年の懇親

会は予定しておりません.なお ， 1985年年会・

総会の際のご講演などのお申込みは，この機会

に限り，昭和59年 10 月 30 日 といたしますので，

とくにご注意下さい.

宮. 記念出版など

11 ) 学会編集による J化石の科学J(普及書=ì ){L_ び

「化石J 50周年記念特別号を刊行する .
2) I化石絵はがきセット J を刊行する .

3) 会員の皆さまの問で ， 50周年を記念するのに

適当な出版企画ヵ、あり，こ fl ら について， 著者

からのお申し出によリ，本実行委員会が認めた

ものについては， I 日本古生物学会宣Ij立50周年
記念出版J とすることができます . よ って この

穫の出版企画を公募いたしますので，ご希望の

かたは，昭和59年 6 月末までに，実行委員会ま

でお申し出で下さい.ただし， I記念出版」と認

められた商業出版物については，出版社より，

印税粕当額の20% を学会に納入 していただきま

す .

実行委員会

4.) 展示 ・ 展覧会などの指導と後援

公共の機関が経営する博物館などが， 1985 (昭和

60) 年以降，しばらくの問 ，古生物に関する特別展

示 ， 展覧を行うときは ，その企画・ 展示の詳細につ

u て， 学会はそのための指導 ・ 協議に応じ，また学

会が適当と認めたものについては，学会の後援名儀

を使用することができ るこ ととした. (がい当する

博物館などについては，すでに通知・連絡ずみ)

3. 学会基金充実のための特別会費の募集

現在の学会の運営は，会費，文部省からの刊行費

補助金および，選挙によって選出された評議員，常

務委員めかたがたの奉仕活動によ ってメ支えられてい

ますが，その運営は経済的にきわめて困難な状況に

あります.

今c後の学会の経済的運営は，会費の改訂だけに頼

る ことな く ，独自 の事業を推進することに よ って会

員の皆さ まの経済的負担を可能な限り軽減していく

ことが必要です . このためには，学会に運用基金が

必要ですが，現在高は，計 260万円にすぎません..

よ って ，この50周年を機会に，学会基金充実のた

め，特別会費を募集ドたします .こ のことについて

は 6 月中に別途，趣意書を添えて全会員の皆さま

および ， 関係業界に対 し ておねがい申し上げますの

で，よろしくご協力下さるようおねがいいたします

4 その他

1) 学会のシン ボル押ークの公募 ?既報)
2) I絵はがきセッ ト 」および「化石の科学J 掲載

用の化石カラー写真の公募(既報)

3) 日本の古生物学発展のために必蚕と考えられ
る，特別出版物の刊行についての準備

5. 実行委員会の構成

1984 (昭和59 ) 年総会において，日本古生物学会

自IJ 立50周年記念事業の大綱が認められ ましたので，

下記がその実行にあたります.

阿部勝巳，鎮西清高，浜田隆士，花井哲郎， 長谷川

善和，速水格， 平野弘道，猪郷久治，猪郷久義，
川辺欽哉，木村透明，小池敏夫，松丸国照，野田浩

司，小畠郁生，大路樹生，坂上澄夫，首藤次男，高

柳j羊吉，谷村好洋，植村和彦，山口寿之.なお事業

実施は ，すべて常務委員会の議を経て行います.



“化石" 臨時投稿規定

1.原稿の種類
和文で書かれた古生物学を中也、とした原著論文， 短

報，評論，解説， 新刊紹介， 書評，抄録， ニュ ースぞの

他の記事.

2. 投 稿
原稿は所定の様式の投稿原稿整理カード(コピー し

て使用されたし、 ) をそえて投稿する.原著論文の投稿

に際しては ， 正規の論文原稿の他に ， 図 ， 表 ， 図版等

を含む完全な コ ピー l 組を付すこと .

編集部は ，必要に応じて受付原稿のコピーを編集委員

以外の適切な人に示し，その;音.見を徴することができ

る.

3 . 原稿の送付先
〒 980 仙台市荒巻字青葉

4. 原稿の体裁

東北大学理学部地質学古生物学教室内
日本古生物学会4 “化石"編集部

a. 原稿は 400 字詰横書き原稿用紙を用い， 1 論文
の長さは原則として 40枚以下とする .

b. 原稿には欧文の表題およびローマ字つづりの著

者名をつける.

C. 原著論文には欧文の要旨をつける .

d 原稿第 1 ページに脚注として，著者の所属機関

を書 く .

e. 図または表の呼称は，図 1 ，図 2 または表 1 ， 表

2 とする .

5 . 文章

a 文章はひ らがなと漢字による「である体」とし，

現代かなづかい，当用漢字tを用いる . ただ し，固有

名詞や学界で慣用の術語はこの限りでない.
b. 句読点は，を用川る .

c 人名の姓には小キャピタル字体は用いない.

d. 生物の学名のイタ リ ック字体の指定，図・表を入

れる位置の指定は著者自身が行う.

6. 引用文献
引用文献は文献として論文末に一括する . 体裁は地

質学雑誌に準じる.特に必要のなわ限り ， ペー ジ までを

完記し，図 ・主 ・ 図版数は省略する .
7 . 著者負担

a. 2 枚を こ える図版， および折込み図表は原則と

して著者の負担とする .

b. 別刷は有償とする.
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後期三畳紀二枚貝 Monotisの古生物学的意義

その 2 ー南部北上山地の材料を例として

安 藤 寿 男 1)

Paleontological significance of late Triassic Bivalve Monotβ 

Part n: 1n the case of materials from the Southern Kitakami 
Mountains, Northeast ]apan 

Hisao Ando 1) 

Abstract Following a review of previous works in part 1, some results of my observations on 

the Mon.otis samples from the Saragai Group of the Southern Kitakami Mountains, Northeast ]apan 

are presented here. It is concerned with the mode of occurr巴nce， zonation, growth pattern, mor. 
phological changes and evolution. 

The mode of fossil occurrence of M01'l.otis observed in the Saragai Group is very di任erent from 

that of ordinary bivalves. Though no positive evidence has been known in the field, Monotis seems 

to have had peculiar mode of life , probably epibenthic one attached to seaweeds on a consider. 

ably shallow sea floor. On the basis of the population samples from the typical Shirayama.zawa 

section of the Saragazaka Formation, the upper unit of the group, three species and a subspecies 
are recognized , indicating four Monotis zones. They are M. scutijo円月is ， M. ochotica densおtriata ，

M. ochotica ochotica , and M. zabaikalica in upward s巴quence. Nearly all specimens from one horizon 
belong to a single species. Individual relative growth in M. zabaikalica and average growth in all 

the species show that no abrupt change in shell form occurs throughout growth after younger stage 

than 5 mm in length. The number of radial ribs of the genus Monotis decreases in upward se. 

quence. Even within a single species, it decreases gradually in M. ochotica and rapidly in M. zaｭ

似たûκ・a. This chronological change suggests an evolutional lineage from M. scutijormis to M. 
zabaikalica through M. ocholica 

はじめに

その l では Monotis についていくつかの 11111而から

今までの研究例や研究史をまとめた. その 2 では こ

の研究史 を 踏まえた上で・著者が jfj部北上山地，特に

"炊 i l t地域の材料で行なってきた これまでの研究結果

を要約する.後期三畳紀皿貝 1;皆の限式地で・あ り，市

川 ( 1954 ) が Monotisの分僚を論じた歌沖地域は地

質構造が単純で化石の変形が少なく似存も比較的良

好なことから，その l で述べた問題点を検討するの

にふさわし いフィ ールドと考える . そこで本地域の

地質調査結巣 ・ 標本の解析か ら ， Monotisの産状，

m~出刊と化石帯，日記長様式，形態変化と進化等を予

官民的に巧察する .

1) ~[・ )j(大学週ケ.'f:ììIIJ也 'tv}':教室

地質概説
南部北上山地の上部三登紀皿貝層群が分布する 5

つの地域のうち ， Monotis を多産する歌津地域では

本 1(llln'は向 ff;3 1 の東翼にのみ帯状に分布する(図 1 ). 

皿貝層併は中 ・ 下部三畳系稲井層群に傾斜不整合で

の り， 下部ジ ュラ系志津川層群に軽微な平行不整合

で‘覆われる. 小貫 ・坂東(1958 ) は本地域の皿貝層

I~ïの下部と上部をそれぞれ新館層，長 ノ森層 と呼ん

だが，著者は歌津地域を模式地と して，それぞれ平

松層， 皿貝坂層と呼ぶ(安藤， 1982). 

下音11のー IL松 1(1 は宮城県本吉郡歌津町平松を様式地

とし，塊:J-kの中~粗粒長石賀砂岩を主体とする .上

部に j夫't'I i尼岩や白色凝灰岩を頻繁にはさむが連続性

は惑い.炭flilt_岩の!百厚は数cmのものから最大は 10

m に JL;;. 凝灰岩は少なくとも 10数枚認められ，層

厚は30cm米i前jが殆どであ るが数m に達するものもあ
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図 l 南部北上山地歌津地域及びi本谷一気仙沼地域

の上部三畳系皿員層群の分布.小貫他( 1981 )

を改作

Fig , 1 Distribution of the Upper Triassic Saraｭ
gai Group in the Utatsu district and the 
Tsuya-Kesennuma district of the Southｭ
em Kitakami Mountains 

る.本層からは植物片以外の化石はなく，恐ら く |塗

成~半海成と思われる.

上音11層の皿貝坂層は歌津町皿貝坂 (国道45号線沿

い ) 付近を様式とする . 塊状~層状の石質~長石質，

中~粗粒砂岩及び砂質泥岩を主とする地層である

(図 2 ) _最下音11 は Oxytoma ， Tosapecten を含む!百厚

3 m の l渚灰色泥岩に始まるが， 一般に組粒砂岩が卓

越する ， Moηotis は， 黒色~灰色泥岩の円障壁を障壁と

して含む砂質陣営岩の上位から本層の最上部に至るま

で多くの眉準に多産する . 最下音11の砂岩の上位には

20-40 m の時灰色砂質泥岩， 20-150cm の中粒砂岩

と数cm以内の砂質泥岩薄l習との互層 ( 30 m ) ，数m の

暗灰色泥岩，約30m の塊状粗粒ー中粒砂岩が統<­

そして最上部は 1 -2mの海緑石を含む暗灰色~幣緑

暗灰色砂質泥岩で終わり，下部ジュラ系志津川層群韮

ノ 浜層の基底レキ岩が軽微な侵 食商をもってのる.

本層の砂岩は平松層のそれと呉なり， 一般に酸性~

中性の火山岩岩片， i尼岩片， 雲母を多〈含む石質~

長石賀で，淘汰も比較的惑い.本層は jえ海成の土佐和I

物であろう .

産状
従来 Monotis の層序分布や分管には多くの注意が

払われてきたが ， 地層中の殻の産状については必ず

しも十分な観察がされていない ， Mo仰tis の殺がど
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のように地M中に含まれているかは，直接堆梢環境

や死後移動の推定の手がかりになるばかりでなく，

Monotis の古生態を解明する一つの鍵となろう.そ

こで・上記の点に注目した観察の結米， ~lkW地域及び

ijlt 谷 ・ 気仙沼地域では以ー|、のような産状の特徴が認

められた.

1) 極端に排他的な産状をし， monospecific なフ

アウナを形成する.通'，:.t~は単一の地層中の化石11M体

数の99%以上が Moηotzsから成る.ご く まれに Ha­

lobia , Oxytoma 等の i!@:過食性のエピフアウナや Pa­

laeoneilo のよ う な泥食性(7)のインファウナの二枚

貝の他に Arcestes ， Rhacophyllites 等のアンモナイ

ト，腕足類，ウミユりの茎板が見出される .

2) 泥岩中では Jíi1i\!iにより幾分密集伎の迎いがあ

るが，どのIr'i準にも比較的多〈産する. 一方砂岩中

では化石を殆ど含まない部分に，しばしば散在する

部分がはさまれ， 11寺折り層厚50cm 内外の顕著な密集

層を{半う.

3) 様々な粒j支の砕府岩に産出し，組~中粒砂岩

にも完全な個体が破片と共に密集する.

4) 殆どの似体は自jÊ弁しており，ごく稀に合弁の

{閤{本がある.

5) 特に中粒砂岩!習では穀が重なり合う総密集し

た顕著な化石!百がある . このような密集附で，左殻

と右殻の個数や凸側を上にするものと下にするもの

の{回数を統計的に調べると，左穀で凸 11!1J を ードにした

ものが優勢の傾向がある (表 1 ) ，しかし殺が散在す

る程度の中~和1I粒砂岩や泥岩では，逆に凸 1111J を上に

したものが優勢で，左右穀の殻比は 1 1 に近い.

6) 砂質泥岩や細粒砂岩上ではしばしば雌弁した

数10個の殺がJl1辺国上に密集したバッ チを成し，こ

うしたパン チが散在した化石層をつ く ることがある.

7) 穀の似縁が欠けた殻が多い.

8) 圧密による二次変形は砂岩中より泥岩の方が

顕著である.

以上のよ う に血l員切れの Moηotis は自生の政状を

示すことがなく，ある程度・は死後移動を受けて堆積

したことは|品J&いない _ Monotis の殺は 0_5mm 以1、

と極めて務質であるために， 二次変形を受け易< , 

現生の Palliolum のように穀の政縁が欠け易いこと

は当然であろう.また Monotis の背縁に t主Iがなく革星

術簡も小さいことから，もともと自jf，弁し易かったと

思われる . だから泥岩層の密集!回でも合弁個体が殆

と， ilE出しないのであろう . しかし堆平氏物の粒J支によ

っ て左殻 ・ 右殺比や殺の凸{目。の上下比が特定する傾

向があり， 殺の厚さを考 l草すると， !佐干貨物の粒度に

よ っ て設の 1佐和様式に違いがあった可能性がある.

また Halobia ， Daonelta, Bositra のような二枚貝

では合弁の殺が聞いた状態 (valves-open position) 
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図 2 ;欽津地域の皿貝層 lrl 皿貝坂層の Monotis 帯とその分布

Fig. 2 Stratigraphic occurrences of Monotis and Monotis zones of the Saragai Group in the Utatsu 

district 
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表 l 苦手木 (産地 : Sr3106，図 2 参照 ) の血貝坂層中

~細粒砂岩中の Mono/is ocllOtica ocllOtica の右
毅一左殺比及び concavo.convex 比

Table 1 Right.left ratios and concavo.convex 
ratios of Monotis ochotica ochoh.ca shells 
in fine. to medium.grained sandstone of 
the Saragaizaka Formation at Yoriki 
(Loc. Sr 3106, see 自g . 2)

A. In cros.s section of mediumｭ
grained sandstone 

30cm X 15cm = 450cm
2 

(length) 
(thickness) 

va1ve convex side 

Left va1ve 

Right va1ve 

tota1 

B. In triangu1ar pyramid of mediumｭ
grained sandstone 於\

~ x 9 x 10 x 12 = 360cm3 I ~ ~ 
12cm I )..-' I 

va1ve convex 5 工 de

Left va1ve 

Right va1ve 

tota1 

I " ¥ 110cm 
9cm ---.::,j 

C. On 10wer side of bedding p1ane of 
fine-grained sandstone 

~ (120 x 45 + 180 x 30) = 54附T2

/ぺ= 0.54m 〉/勺30cm
120cm 180cm 

va1ve convex side down up tota1 

Left va1ve 自 10 18 

Right va1ve 2 16 18 

L.V or R.V. 。 42 42 

tota1 10 68 78 

で凸似lj を上にした産状がよく認められる. Je任ries

and Minton (1965) はこれを遊泳能力の存在を暗示
するものと考えた . しかし Monotis ではごくまれに

合弁個体が産するが， va!ves.open position ではな

く 二枚の穀が閉じた状態 (va !ves.ciosed position) 

に限られる.従ってこの産状の違いは Monotis の生

態が Halobia ， Daonella , Bositra とはある程度異な

っていたことを思わせる.

インファウナの二枚貝の場合には，生息時の生活

形が残された自生の産状がしばしば見られ ， 古生1患

の直接的証拠を提示する . Monotis の場合には右殺

の足糸構から足糸を出して図形物に付着したエピフ

アウナと考えられ，このような状態を保存した産状
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が期待されるが ， 本調査では見出きれなかった.ま

た世界的にも報告例がない.

次に歌津 . ij柱谷地域で観察される特徴的な化石密

集層の産状に触れる (図版 2 ). HlX津地域の韮の浜西

岸では 皿貝坂層下部の組~細粒砂岩中に ， 大量の
M. scutifonnis の穀が密集した厚さ 80cmの ，細障壁を

含む砂質コキ ノ イド石灰岩がある. 一方津谷地域で・

は愛宕山北斜面に ，花筒岩の貫入による二次的な珪

化を受けた黒色珪質泥岩中に，層理に平行に M

ochotica ochotica が密集する厚さ約 3m の化石層が見

られる.どちらも母岩の岩質が呉なるが ， Hal!stadt 

石灰岩の M. salinaria の産状 (Schwarzacher， 1948) 

や Kanmera (1969) が九 1'1'1 の三宝山帯神瀬層群の石

灰岩中に見出した"フィラメント状"薄殻二枚貝の

産状とよく類似する.恐らくかな り 静穏な環境に堆

積したものであろう.殻は離弁した成長中期以後の

比較的大きな個体が多く，死後一旦堆積したあとに

掃さ寄せられてこのように密集したとするのが考え

易い.

以上の観察から直接 Monotis の古生態を復元しう

る証拠を見出せないが，産状の特異性はやはり通常

のエピファウナの二枚貝とは異な っ た生態を思わせ

る.

産出種と化石帯

市川 (1954 ) は M. ochotica の 3 並極を含む複数

の種の産出l順序及び産出頻度から S ，- S 7 の 7 つの

化石幣を設定した .そ のうち ら S6 帯は ochotica

の 3 車種とその近似種の ambigua ， 知chypleura によ

っ て構成される . それらの稜 ・ 亜穫の分類は主に放

射肋の数 ・ 断面 ・ I掘や高次肋の挿入パター ン などの

表面装飾に基づいている (Kobayashi and Ichikawa , 

1949). 採集された個体を個別的に既存の極・亜種の

タイプ標本と 比較してタクサ名を決定すれば， こ の

ような結果になることは予測できる.しか し生物学

的にはこのような同一場所に多数の亜種や近似磁が

生息することは，それらが互いにニ ッ チを異にしな

い限り起こりにくい.本層群では顕著な死後移動を

思わせる産状は認められない.異なる場所に生息し

たものが死後混じり合った可能性は少ないだろう.

形態を見る限りでは ，こ れらの極のニ ン チが異な っ

ていたとは考え難い.

皿貝層群に !輩出するあらゆる型の Monotis を採集

するために ， 歌津地域の中で最も露出の良好な白山

沢 ( しらやまざわ ) セクションを模式断面としてな

るべく多くの層準から集団標本を採集した (図 2 , 

4) . 計 23 層推のうち 16層準において生物illiJ定学的

検討が可能な個体数を得た .

まず「同一化石層に産出する Moηotis は殆ど単一
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concentric wrinkle 

ctenolium 

Inlerspace 
primary plicae 
tertiary plicae 

一一一-secondary plicae 

凶 3 イ?弁H与を惟定した Monotis ocholica oc/lOlica 
のスケンチと分類に特に重要な If3t'l Jえぴ生物川1

Æのための計ililJ音Jlj立

Fig. 3 Reconstructive sketch of Monolis Oc/10' 
liw ochotica showing some important morｭ
phological fea tures, and det�nitions of staｭ
tistical parameters of the Monotis valves 
L: Length; H: Height; T: Thickness; A: 
Preumbonal length; B: Length of poste. 
rior auricles; a: Truncation angle of pos・

terior wing; Pt: Number of total plicae; 
Pp: Number of primary plicae; Ps: Num. 
ber of secondary plicae; Pw: N umber of 
plicae in posterior wing; Bl: Length of 
byssal auricle 

の極から成る J という仮説をたて，位i内変異を考!志

しながら Monotis の形態を検討した.分類に特に重

要な形質は図 3 に示した これは本層 1t'ïこよ り 産出す

る M. ochotica ochotica の形態を 合弁11寺を推定して

スケッチしたものである • Monotis は殆どが出f~弁し

て l産出することや ， ))主縁が欠け易いこと，殻の二次

変形が顕著であることから ， 接合商の観察は十分で

ない.しかし右殺の足糸百年以外に間隙 (gape) の存在

を示す標本は見出せない . もし gape があるならば

後耳後縁に!恨られるであろ う 初帯域については

5 

Marwick (1935), Ichikawa (1958) , Nakazawa 
(1963) の観察を改めるような知見は得られなかった.

Marwick によれば靭帯域は背縁に平行な条線をも

ったくさび形で， i支い制部:寓カ、あ る. 筋痕は従来知

られていなかったが ， 最近 Grant-Mackie (1978b) 

は中程度の大きさの卵型の筋痕が穀の中央後ろより

にある M. richmondiana Zittel の個体を発見した.

本研究では筋痕が認められる個体は得られなかった.

極内変呉を吟味する上て。生物損1)定学的手法を用 い

たので，その際に計iHlJ した部位を図 3 に示す.基本

的には Westermann (1962) , Grant-Mackie (1978b) 

が用いたものを採用し，若干の修正を加えた.以下

本文では iHlJ定部位の名称は略号を用いる.ただし個

体の保存状態が悪〈全部位が測定できるものは少な

い 従っ て個体数と測定値の標本サイズは一致しな

いことが多い.

以上の形態をふまえ，特に殻の表面装飾に注目し

て分類の再検討を行なった . その結果下位より M.

scut;柿rmis~ M. ochotica densistriata, M. ochotica 

ochotica , M. zabaika lica の 3 種 1 亜種を認定した

(図版 1 ， 2 ) . 各集団標本では確かに変異は大きい

が，肋数，肋の幅や高さ，高次肋の挿入パターンに

よ って明瞭ない くつかの型に分けることは困難であ

る.

前述の計 iWJ 部位のうち L ， L/H , L-A/ A , Lｭ

A / B , Pp を選ぴ，各層準の集団標本の計iftiJfl直のヒス

トグラムを図 4 に示した. Loc. 3208 - 32 1 3 の Pp

を除くとどのヒストグラムも unimodal な頻度分布

を示す.従ってそれぞれの集団標本は単一の個体群

を代表し， 一極のみから成ると考えて特に矛盾はな

い M. ochotica は下位の層準では肋が細〈高次放

射肋の挿入が顕著で・ある こ とから，上位の層準のも

のと区別し 11寺間的斑穏として M. ochotica densistri二

ata と呼ぶ • M. ochotica ochotica は肋が太〈肋数

が少ない.両者は表面装飾から比較的明瞭に区別で

きるが，外形上は区別lが困難である . M. zabaikaｭ

lica は他の 2 種とは殻装飾がかなり異なり，肋が弱

〈成長後期に消失するものと初期から全 くない もの

がある.そのためヒス ト グラ ムは見掛上 bimodal

になる.本極の肋数 ， 肋消失ノ f ターン は極めて多様

であ っ て，また上位の層準程肋が弱〈肋数が減少す

る.従って これは 2 種の混在を示すものではなく，

川 従来 rlï 川 ( 1 954 ) ， Nakazawa (1964) によ っ て M
lyþlCa と呼ばれたものであるが，著者は Kiparisova

(1932) の sClltijonnis var. Iy'ρ聞が Teller ( 1886) の

sClllifonnisからタ クソンとして区別できるとは考え

ない ちなみに Kiparisova et al. (1966) はこれを

依然として M. sClllijonnisの vanety として扱って
いる.
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二型現象でもない(詳細lは後述 ) • 

これら 3 極 l 亜種の産出から 4 つの化石帯が設定

され，歌w地域の他のセクションへも追跡される

(図 2 ，その l の表 6). 4 区分という点では小口・

坂東(1958 ) の C，- C4 ，あるいは Nakazawa (1964) 

の C ， D , E 帯と M. zabaikalica 若干と 一致する.し

かし従来の Monotis 街の多くは各僚が“複数種"の

組み合わせて4特徴づけられており，この点について

は改めるべきと考える.

成長様式

化石二枚員の場合幼生 ・ 幼貝が保存されにくいこ

とから，個体発生の調査には困難が伴う.しかし成

貝の殺表に刻まれる同心円状の成長線や肋，あるい

は殻断面中に保存される成長線を追跡することによ

り，幼期の形態を知ることはある程度可能である.

また機々な成長段階の個体を含む集団標本の穀サイ

ズ分布から，平均的な相対成長を求めることも成長

様式推定には有効である (Waller ， 1969; 速水・松

限， 1971). 例えば Je妊ries and Minton (1965) は

ジュラ紀の Bositra buchi の成長線の外形を追跡し

古生態推定の手がかりのーっとした . また Tanabe

(1973) , N oda (1975) は白亜紀後期の lnoceramus 類

の殻サイズを集団標本によって生物iJIIJ定学的に解析

し ， 成長様式，生態，系統，進化を検討した

皿貝層f，f'の Moηotis は穀質が失われていたり，砂

岩から産出する ことが多く，穀表の成長線が保存さ

れにくい.同一個体の内型と外型を比べると成長線

が外型の方により明瞭に認められるのは当然である

が，採集・音IJ Wに際して外型は破片になりやすく，

外形で多数fl~1体を計測することは凶雑である.

そこでまず不規則な成長段階に同心円肋の発達す

る M目 zabaikalica の保存良好な 5 fll!l体の内型につい

て，外型の成長過程を観察した(図版 2 ， Figs.1-

4 , 6 ) . 穀長 10mm程度の成長初期ではほぼ卵型で

あるが，成長に伴い穀の後縁と JJ!l縁カ、帰り出す.右

殺の前耳には成長線が保存されていないので ，この

音11分の成長過程は不明である.次に外形の L ， H , 

A を illiJ 定し，個体の相対成長を解析した .H と L ，

A と Lの関係のどちらもある程度のl隔をも っ て両対

数クラフ上で直線回帰する. 5 つのどの直線にも問

ーの段階で認められるような変呉点は存在しない ー

一般に二枚貝の成長に関係の深い 2 つの変数 x ，

y の問には y= ßx a とし、う関数が近似的に認められ

る.この成長式の α(相対成長係数)の値によ っ て 2

変数聞の関係が等成長 ， f変成長，劣成長のいずれて‘

あるかが判別できる(速水 ・ 松隈， 1971 ) . 個成長を

扱っ た場合には s値，個体数N ， aの襟準偏差 Sa の

3 つの値によ っ て宇IJ定できる (速水・松限の 38式 ) .

7 

そうすると Hは uこ対し俊成長， A と Lでは 3208

cR4 を除くと劣成長となっ た.前者は成長に伴い腹

縁がより似り出すことの影響によるものであろう .

後者は成長と共に前部の長さの割合がノl、きくなるこ

とを意味するが，言い換えれば後部の張り出しを指

示すると思われる .

図 5 は白山沢セクションの各標本の平均成長を示

したものである.いずれもある掘をもって成長式上

に回帰するが，極めてばらつきが太きく変異点を検

出できる精度ではない.そのばらつきは次の 3 つの

要因に由来するものと考える.

1) 保存の悪さ.殻縁が化石化の過程，あるいは

採集 ・ クリーニングの過程でわずかに欠損する .

2) 二次変形の影響.堆積後の圧密や地質構造変

形による穀の変形.

3) 種内変異が大きいこと.

今のと こ ろそれぞれがどの程度ぱらつき に反映し

ているかを決定することはできない.しかし Mono仰

の平均成長を扱った従来の研究 (Westermann ， 1962; 

Grant-Mackie, 1978b, c, 1980b, c) でも同様にばら

つきが顕著であり， 3)の影響が小きくないことを思

わせる.いずれにせよ Mono加の平均成長は集団の

特質を記載するのには有効であろうが ， 相対成長式

の解析にはかなり無理がある.

以上の M. zabaikalica の個成長及び 3 極 l 亜種の

平均成長からは，穀長 5 mm以上の成長段階の L ， H ，

A に|浪れば， 急激な成長様式の変化は認められない.

M. ochotica densistriata には時々殻頂部に表面装

飾1のない平滑な部分をもっ右穀が見られる .こ れは

Teller (1886) がベルホヤンスクで， Nakazawa 

(1963) が成羽地方の標本で Aイ• sublaevis としたもの

に類似する. Teller, Nakazawa に示された subla­

evzs の場合には平滑部が殻高 2 cm に 及ぶものがある

が，血貝層lÍ'トのものでは平滑部は 5 mm以下と小さい .

どちらでも平滑部は右殺に限ってみられ左穀にはな

い こうした右穀は平滑音11 より後の成長段階では平

滑部をもたないものと形態的に区別できない.従っ

てこのような平滑部は成長初期の変異と考えると都

合がよい . Monotis の前耳は一般に成長線が保存さ

れにくく，穀主部の成長段階に対応する大きさがわ

からない場合が多い.しかし成長後期には Lに対す

る B l の大きさは小さくなる傾向がある.ほぽ円形

の平滑音11 と小さな前耳を含めた形は Claraia ， Eumorｭ

photis , Chlamys , Oxytoma 等の右穀とよく似ており，

類縁関係の深さを思わせる • Chlamys や Amussium

のごく幼期の右殻外層は prismatic calcite から成り

殆ど平滑である.この後突然、 foliated calcite に変

わる段階で放射装飾が一斉に出現する (Waller ， 1972). 

殻の微細構造と表面装飾との対応関係は機能，適応，
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系統といった問題へのアプローチに後めて重要でゐ

る . Monotis の右殺の平滑音11が prismatic ca Jc i te で

できているかどうかは，今のところ皿貝層鮮の標本

からは殻が保存されたものカ、少ないため不明である.

いずれにせよ Monotis の殻構造は類縁二枚貝の系統，

進化を探る上でも重要と考える .

形態変化と進化
時間的な形態変化と進化系列の似7じの基礎として

個体変異と地理的変異の把握が重要であることは言

うまでもない Monotis の場合地域内及び地域防で

化石!留の同時性をチェックするに足る他の示準化石

や鍵層がないので，今のところ地理的変異を明らか

にすることは非常に困難である.しかし，多くの地

域のセクシ ョ ンてもし同様の方向性をもっ形態変化が

認められるならば ， Monoti訟の進化傾向についてか

なり明石在な結論を導けると思う.そのための標準的

セクションのーっとして歌津地域の白山沢における

Mono仰の垂直的な形態変化を考察してみることに

する.

市川 ( 1 954 ) は肌貝層群の Monotis の時間的な形

.態変化について次の 3 点を指摘した .

1) 穀表の放射肋は次第に数を減じあらくなる.

肋の次数は初めは増加するが S，帯を境に上位では

減少し，ついには肋は消失する.

2) 靭帯箇が次第に高くなる

3) 殺は次第に大型になる.

Monotis属の形態変化を考える場合，殻の変形の

彬響を受ける形質や成長によ っ て変化する形質を扱

うには，それが各集団の特質を十分に表現しうるか

を注意する必要がある. j~IJ えば3) の殻の大型化の傾

向は，桜本サイズが十分に大きな各集団の最大個体

について検討するのか望ましい . 図?のヒストグラ

ムでは fl~1体数が十分でないグラフが多いが，組 ・ 属

レベルともにこの傾向を認めるのは困難である M. 

zabaikalica は大型の個体の割合が大きく最大60mm を

越える.しかし M. scutiformis ても最大50mm近くに

及ぶものがある . L-A/ A, L-A / B のような長さ

の比は等成長でない時には成長によ っ て変化するた

め，集団を構成する個体の成長段階を吟味しなけれ

ばならない. 一方 Tのような変数は変形の影響を強

〈受け易い.

変形のiiU墾p.のない形質の中で最も明瞭な変化が認

められるのは放射肋数である(図 4 ， 6). Pp は成

長によらず一定であるから，殻長の分布を考えなく

てよい. 1両全体としては顕著な減少傾向が認められ

る.各化石帯の境界 ， つまり古い極から新しい種へ

の入れ替わりの時期に変化がおこるだけでなく ， M

ochotica の中でも減少傾向が認められる • M. zaba 

9 

ikalica ではこの傾向は更に顕著である(図 7 )が，単

なる減少ではない.穀長40mm を越えると放射肋が殆

ど消え ， 相補的に同心円肋 (concentric wrinkle) が

発達する.しかし成長初期では全〈放射肋のない個

体と起伏の弱い放射肋をもっ個体がある.前者の頻

度は上伎の層準程大きくなる.一方肋がある個体で

は徐々に肋数が減少するだけではなく，より初期に

肋が消失するようになる • Monotis の殻は 0.5 mm 以

下と極めて薄〈他の二枚貝に比べかなり脆弱であろ

うが，放射肋は殻強化の機能を果すと恩われる.肋

数が少なくなる場合には肋が太〈起伏が大きくなる.

放射肋が消失すると同心円肋が発達する.従って放

射肋が減少しでも，肋の中高や起伏の増加 ， 同心円肋

の発達によって，殻強度が保持 さ れたといえ よ う.

穀厚の変化や市川の2) の傾向は， 皿貝層群の材料

では殻質が殆ど残っていないので確認していない.

成長段階を考慮した定量的解析を行なったわけでは

ないが，右穀前耳は新しい種程大きくなる傾向が認

められる.

以上のように皿貝層群の Monotis は放射肋数とい

う数量的形質だけでみると方向性をもった減少傾向

が認められる.しかしそれは一様単純な減少ではな

く ， 殻強化機能を保持するために，放射肋の形態

(幅や起伏)の変化や同心円肋の出現を伴うものであ

っ た • M. zabaikalica では種の生存期聞のより初期

に古い ochotica の形態をよ り 多く(下位の層i悼のも

の程 ， ochotica の形態をより成長後期まで残してい

る ) 残しながら，極内変異の幅 (特に放射肋数のレ

ン ジ ) をむしろ小さくするように変っていった .

こうした形態変化を考慮すると市川 ( 1 954 ) や

N akazawa ( 1964) が考えた scutijormis→ ochotica

→ zabaikalica に至る一連の系列は産出順序と矛盾し

ないように思われる.しかし歌津地域の標本のみか

ら進化を論じるには早計であるし不十分で‘あるので

現時点での予察的見解を述べるにとどめる .

まとめ

南部北上山地歌津地域の皿貝層群よ り 産出した標

本を用いて行なった Moηotis の検討結果は以下の 4

点にまとめられる.

1) 殆ど離弁しているが多くの完全な穀が密集し

た，極めて排他的な産状を示す . 通常の二枚貝とは

かなり異なる特異な生態を思わせるが，直接生態を

裏付ける産状は見当たらない.

2) 白 山沢セクションよリ得られた集団標本は，

生物測定学的手法を用いて極内変異を考慮すると ，

下位より M. scutiformis , M. ochotica densistriata , 

M. ocl/Otica ochotica , M. zabaikalica の 3 種 l 亜種

に分けられる.各層 ií主の産出個体は殆ど l 種から成
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図 7 Monolis zabaikalica の放射肋数!iI_ひ'放射肋をもっ個体の頻度についての時間的変化
Fig. 7 Chronological changes of number of radial plicae and frequency of ribbed 
individuals in Monolis zabaikalica 

る 各種の産出から 4 つの化石衛が認められる.

3) M. zabaikalica の個体成長 ，各種の平均成長

を殻長，穀高 ， 前音11の長さについて検討したところ

殻長 5 mm以上の成長段階では変異点は認められない .

急激な生態的変化を暗示する殻成長の急激な変化は

殻長 5 mm以上では存在しない.

4) 放射肋数は時間的に減少する傾向が顕著であ

る . M. ochotica の中では徐々に l 次肋数が減少す

る M. zabaikalica では急速に放射肋が少なくかっ

弱 くなり，同心円肋が発達するよ う になる この方

向性をも っ た形態変化から ， M. scutij01'mis か ら

ochotica , zabaikalica に 至る進化が予測される . し

かしこれらヵ、単純な一つの進化系列をなすかどうか

についてはより!ム汎な地域の資料にもとづいて検討

を重ねる必要がある.
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追記: その l の出版後に次の 2 つの文献を見落して

いたことに気付いたので少し触れる .

Zapfe , V. H. , 1973: Otapiria (Monotidae, 8ivalvia) 

aus der a lpinen , Trias目 Aηn. Naturhist. Mus. 

Wien , 77 , 149-158. 

Thenius, V. E. , 1980: Zum Problem der "zirkumpaｭ
zifischen" und der Tethys-Verbreitung mariner 

Evertebraten in der Trias. Ditto , 83 , 285-301. 
この 2 編を参照すれば，その l の表 1 に示した Otapi­

na の記載種リストに次の 2 極が追加される.

Ota戸iria marshalli al戸間 Zapfe; Austria; Upper 

Triassic (Sevatian); Zapfe (1973). 

O. (?) cf. ussurie目sis(V oronetz); Central Chile; Rhaeｭ

tian; Kochanova (1977) 号 |用は Thenius (1980) による

したがっ て後期三登紀からジュラ紀初期と時期を広げ

て考 えると ， Otapiria においても Mo則的同様汎世界的

分布が記、めら れる

Thenius (1980) は Otaρiria を含めた三畳紀薄殻二枚貝

ゃいく つかのア ン モナイト 等の海生無脊椎動物に関する

環太平洋城とそれとは離れたテーチス主主分布についてま

とめ，その Ijj~囚を論じている.それによればこのような

分布はこれ ら の生物カ、浮遊性幼生期をもち， 浮遊性 . =l疑

浮遊七|生活をすることによるという.また当時の海水温

Miik系にも大きく支配されていたからだという.しかし

この総括論文には新し い被極的証拠は提示されていない .
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Plate 1 

Monotis scutijormis (Teller) 

Fig.1 下: 右穀 ，中: 左穀 ，上: 右殻 (MM 15710), J百i\g : Sr3201d 

Fig.2 左殻 (MM15711 )， 層準 : Sr3201d 

Fig.3 左上 ・ 右上 左殻 ， H: Halobia sp 左殻， 0: Oxytoma sp. 左穀 (MM15712)，層準: Sr3201d 

Fig.4 右穀 (MM15713) ， 層準 : Sr3201d 

Fig.5 右穀 (MM15714) ， 層準 : Sr3201d 

Monotis ochotica densistriata (Teller) 

Fig.6 いずれも右殻 (MM15715)，層準 : Sr3203a 

Fig.7 2 っとも右殻 (MM 15716)，層準: Sr3203a 

Fig.8 合弁個体 ， 手前が右穀 (MM15717)，層準: Sr3202c 

Fig.9 左殻 (MM15718) ， 層準 Sr3202d

Fig.lO 右殻 (MM 15719)，層準 : Sr3202d 

Monotis ochotica ochotica (Keyserling) 

Fig.11 左毅 (MM15720) ， 本文中の図 5 のもと に なった個体 ， 層準 Sr3204b

Fig.12 左殻 (MM15721) ， 層準: Sr3205d 

Fig.13 左殻 (MM15722) ， 層準 : Sr3205d 

Fig.14 左殻 (MM15723) ， 層準: Sr3205d 

Fig.15 右穀 (MM15724)，層準 Sr3205d

Fig.16 右殻 (MM15725) ， 層準 : Sr3205d 

Fig . 17 右殻，外形からのキャスト (MM15726) ， 層準: Sr3207 

Fig.18 左殻 (MM 15727)，層準 Sr3207

いずれ も原寸 ( x 1). MM のつい た番号は東京大学総合研究資料館に所蔵の登録番号.

産地: 宮城県本吉郡歌津町白 山沢 . 層準は本文の図 6 の柱状図を参 !1(J. . 図版 2 , figs. 1 -11 も 同様.
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Plate 2 

Aイonotis zabaillalica (Kiparisova) 

Fig.1 左殻 (MM 15728) , J冒準 ・ 標本番号: Sr3208L5. 桜本番号は本文 "1" の図 8 の似体に対応.

以下同様

Fig.2 右穀 (MM15729) ， 眉準・襟本番号: Sr3208R11 

Fig.3 右殻 (MM 15730), J冒準 ・ 標本番号 : Sr3208R4 

Fig.4 右殺 (MM15731)，層準・標本番号: Sr3209R6 

Fig.5 左殻 (MM15732)，層準 Sr3209

Fig.6 右殻 (MM15733) ， 層準 ・ 標本番号 : Sr3209R1 

Fig.7 左殻前景 (MM15734) ， 眉準: Sr3210 

Fig.8 左殻 (MM15735)， 層準 : Sr3210 

Fig.9 右殻 (MM15736)， 層準: Sr3210 

Fig.lO 左殻 (MM15737) ， 層準: Sr3213 

Fig.11 右穀 (MM15738) ， 層準 Sr3213

Fig . 12 含紛!険砂質コキ ノイド石灰岩の垂直断面 (MM15739). Monotis scutijormis が密集 上が

地l習の上位.産地:宮城県本吉郡歌w町韮の浜西岸，血貝層 ltf皿貝坂層下音1\.

Fig. 13 黒色珪質泥岩の垂直断面 (MM15740). Monotis ochotica ochotica が密柴.転石のため上

下不明 .殻 1[1:は白 色帯:1犬音11 中央の少 し黒っぽい部分のみ . 法化によ っ て穀1ftが笑際より厚くみえ

る.産地: 宮城県気仙沼市愛宕山北斜面，皿貝 l音 lH Jlll貝坂層 (長ノ森j百 ) 中音1\

Figs. 12, 13 のスケールは Fig. 12 の上端に示す
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層状放散虫チャー卜の起源

1 .堆積環境および成因

箕浦幸 jt - 中 谷 周ホ

Origin of radiolarian bedded cherts: Part 1 

Koji Minoura and Shu Nakaya 

Abstract Radiolarian bedded ch巴rts occur extensively in pre-Tertiary orogenic belts in Japan. 

Their origin has been debated by many geologists. At pr巴sent ， two different interpretations, (1) 
offshore or marginal sea ongm and (2) oceanic deep sea origin, are considered. The shallow sea 
origin (1) is demonstrated mainly by chemical geologists, and the deep sea origin (2) by som巴
stratigraphers and sedimentologists 

We examined pre-Cretaceous radiolarian bedded cherts of North Kitakami (northeast Japan) , 
Gifu (central ]apan) and Amamioshima (southwest ]apan) , stra tigraphica lly, minera logicall y, chemｭ
ically and sedimentologically. The relationship of SiO, with th巴 total other major elements shows 

that silica in cherts is wholly derived from radiolarian shells and sponge spicules. The "0/160 

ratios in on-shore and DSDP cherts clearly indicate that they completely attained oxyg巴n lsotope 

fractionation with deep seawater after the accumulation of those siliceous remains. Sedimentary 

structures in cherts infer that the fractionation was progressed not in the burial stage but near 

the sediment-water interface. Stratigraphy of cherts shows that the sedimentary basin was situated 

b巴low CCD. These data strongly sllggest that radiolarian bedded Gherts in the ]apanese orogenic 

belts are of deep sea origin 

This paper is divided into two parts, and the origin of cherts is mainly discussed in primary 
part (Part 1). 

We tested hydrodynamic characters of different siliceous materials in a water tank. Threshold 

velocity of radiolarian shells was measured to be 6 ・ 7 cm/sec. 1t is inferred from this value that 

pur巴 radio l a ri an ooze is very erosive and can accumulate under calm water condition. No quick 

movement of water mass near bottom surface at the time of chert deposition is also sugg巴sted by 

the sedimentary structures. We tried to synthesize chert from artificial siliceous gels in hydrotherｭ

mal vessels, and after a long experimental run (about 1000 hours at 250 ・ C， 60 bars) we get cherty 

materials. This reveals that oxygen isotope fractionation of siliceous organic remains with surroundｭ

ing bottom seawater was atta in巴d by colloidization of them and gelatinous silica is the most probｭ

able origin of micro-crystalline quartz in cherts. 1n secondary part (Part 11), the sedimentation and 
mineralization of sili c巴ous shells ar巴 ma inl y discussed 

はじめに

地質現象として広く自然界において認め られる珪

質岩(siliceO lls rocks)て壮， 陸源砕屑岩類の一部とし

て産する珪質頁岩(siliceous sha l e) と ， いわゆる地向

斜性堆積物の中に緑色岩類や石灰岩を伴って出現す

る層状放散虫チャート (radiolar i an bedded ch巴rt)が

その主たるものである . 前者の場合， 日本列島では

新第三系珪藻質堆積物(珪藻土， 珪藻質泥岩)に密媛

に伴って産出し，その珪酸成分は珪藻殻あるいは一

- 弘前大学理学部地球科学教室

部に火山ガラスに由来するものと考えられている

(たとえば， 本自 (1978)). 後者の層状放散虫チャー

トについては， その成因に関し今のところ定まった

解釈はない. 近年微化石を用いた年代決定法の飛躍

的発展により，多くの地域で放散虫チャ ート とこれ

を挟在する砕屑岩類との聞に大幅な時間間隔の存在

が予測されるようになってきた(たとえば，平

( 1981) ， 箕浦 ( 1983) あるいは Sashida (1983)). こ

のことは， 層状放散虫チャ ー トが砕屑岩類に対し外

来の物質である可能性を示唆している . すなわち放

散虫チャートはこれを取り巻く砕屑岩類に対し異地
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性の岩塊であり ， 陸源砕屑片の流入しない深海域に

起源をもっとするものである . 一方， Sugisaki et al. 

(1982)は ， 美濃帯層状放散虫チャ ー トの成分分析の

結果をもとにその堆積環境を推定し， 沖合から縁辺

海の海底にかけて沈積したものと結論している . 層

状放散虫チャー ト の発達は， 活動的縁辺地域に特徴

的な地質現象であるため， このような成因について

の解釈の違いは島弧の構造発達史を考えるうえで多

くの混乱のもととなっており ， 早急に解決せねばな

らない問題である . 本論は ， われわれがここ数年間

に試みてきたさまざまな検討の結果に加えて，多く

の公表資料を踏まえて試みた層状放散虫チャ ー トの

成因に関する新たな解釈である . 放散虫チャー トの

成因に関する正しい理解は， 単に島弧の発達史を考

える上でかなめになるばかりでなく ， それが形成さ

れた場の環境(具体的には深層海水の物理 ・ 化学的

環境)の復元のための重要な示唆となろう . 紙面の

都合上，本論を 2 部に分けて，第 l 部では ， 層序や

分析値などにもとづいた層状放散虫チャー卜の堆積

場を論ずる . 第 2 部では ， 第 1 部で提起した解釈に

ついてさまざまな観点より検討を加え ， さらに ， 現

海洋との比較により ， 放散虫チャ ー ト堆積時の海洋

環境について推論する . これら試論について多くの

ご批判をいただければ幸いである .

層状放散虫チャートの層序・構造・組織

筆者の 1 人箕浦は， 北上北帯全域 ・ 美濃帯岐阜 ・犬

山地域および奄美大島の地質について ， これらの地

域に広く分布する層状放散虫チャートの層位学的知

識を得る目的で， 野外調査を主とした詳しい検討を

行二なってきた.

i 北上北帯 箕浦(1 983)が概略的に述べたよう

に，本地域においては， ぺlレム~三畳系層状放散虫

チャートはこれを包含する上部ジュラ系海港地積物

中の異地性の岩塊であると考えられる . このことは，

産出化石から判断 して両者の聞には相当な時間の隔

たりがあることや， チャ ー 卜中に陸源砕屑片をいっ

さい含有しないこと ， あるいはチャー卜層は多くの

場合， 緩い角度で周辺の砕屑岩類の層理面を切って

いることなどから推定された. 岩手県下閉伊郡川井

村川内では，緑色岩類 (主として安山岩質凝灰岩お

よび玄武岩熔岩)の上位に層状放散虫チャートが重

なり ， さらに最上位には放散虫岩あるいは珪質頁岩

がのる一連の連続した地層が分布している . これら

は圧砕された細粒重力流堆積物(fine turbidite)中に

層位的非調和性を帯びて挟在する巨大岩体である .

鏡下観察の結果では， 放散虫岩と層状放散虫チャ ー

トは組織的に大きく異なっている . 放散虫岩の場合，

liぽ同様な径を有する放散虫殺でチャー ト 組織は充
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填されており ， 明らかに水の流れの影響を強く受け

ているようである . 一方， 層状放散虫チャ ー トでは ，

放散虫殻は微品質石英の基質に(浮かぶ形で)散在

しており ， 殻径は多様である . これらの事実は， 両

者では堆積の場あるいは堆積後固結前の底層流の状
況が異なっていたことを暗示する.岩手県下閉伊郡岩

泉町から青森県八戸市にかけて南北に長< ， 石灰岩を
主体とする三'宣系(あるいは一部にジュラ系を含む)

安家層が分布している . 本層は， 安山岩質枕状熔岩

および同質の凝灰角礁岩よりなる沢山川層の上位に

整合的に重なり ，大きく みて ， 最下位の泥灰質粘板

岩，これに漸移的に重なる石灰岩(いわゆる安家石

灰岩)および最上位の層状放散虫チャートより成っ

ている . 沢山川層の火砕岩中には中生代型石灰藻化

石(杉本 ， 1974 ) を含む石灰岩塊が挟在しており ， そ

の堆積の場がさほど深くはなかったことを暗示させ

る . 安家層では，石灰岩より層状放散虫チャ ー トに

移行する層準が極めて律動性に寄り両者の互層より

成っている . この部分の石灰岩は細粒かつ紋密であ

り ， あるいは石灰殻の浮遊性生物軟泥に由来するの

かもしれない. 上記沢山川層や安家層には陸源砕屑

片の混入はない. また ， これら以外の地域より得た

総数 500 点にのぼる層状放散虫チャート試料の薄片

の顕微鏡観察でもやはり，陸源砕屑片は認めること

ができなかった .

図版 l には北上山地の層状放散虫チャートにみる

種々の内部構造のいくつかが例としてあげである .

l 枚のチャ ート 層も切断面を研磨すると ， いくつか

のさらに薄いチャ ー ト単層の積み重なりとなって現

われることがある(図版 1-A ) . この単層の厚さを

多くの研磨試料について測定した結果が図 l である .

単層の厚さ(平均約 2 cm) の頻度分布はみかけの層

厚のそれに較べて非常に集中性が良く(すなわち偏
差が小さい) ， 各単層はおそらく l 回の堆積作用でで

きたものであろう . 研磨面ではさらに，単層の引張

分離(pull apart)がみられることがある(図版 l

B ) . しかし，上下の層には引張りによる影響が認め

られず， 埋積 ・ 固結後ではなく集積の過程でできた

構造とみられる . 引張分離形態からして， 変形時に

は堆積層は半国結状態にあったろうと思われる . 図

版 1 - C か ら E は ， 上位のチャ ー ト単層が直下の

粘土層を削り込んでいる様子を示している . 粘土層

がチャート内に入り込んでおり ， すでにあった粘土

層表面の凹凸をチャ ー ト層が埋めたものではないこ

とは明らかである . 一種の重力流堆積構造とみて良

いであろう . このような構造はそれほど多くはなく ，

各チャ ート 単層は上位に粘土層を隔てて次のチャ ー

卜単層に整然と移行している(図版 1 -F ) 場合が

ぼとんどである . いずれにしても生物による堆積物
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図版 1 J冒状放散虫チ ャ ートにみる内部附造

F 
25 

201 門門

151 r ド |

101 IA 

l 枚のチャート居がさらにいくつかのより薄いチャート府よりなる例 ( A ， B ) . 研摩面上でチ

ャート単層の引張分離 ( B ， 矢印 ) を認める こと がある.チャート ・ 層間粘土境界苦11において

時としてチャー ト層による直下の粘土層への削り込みが研峰、面上に見い出される例 ( C ， D , 

E顕微鏡写真) . 一般にはこのような削り込みはみられなく ( E顕微鋭写真) 整然と重な っ てい

る.粘土暗中にしばしば見いだされる業理状の微品質石英の並び(E) 
スケールパ- A , B: 1 CII1, C: O. 4mm , D , E: O. 55mm , F: 1 mm 

E 援乱の痕跡は認められない.

日 11 美濃帯岐阜 ・ 犬山地域 両地域にみる層状放

n = 649 

F 口 f=4 . 65 cm
散虫チャー卜はその分布の形態が北上北帯のそれに

40 似ているものの， 砕屑岩類との関係は未だ明確では

n'= 62 

F ' 図 U‘ 孟 』 ・刊loJ cm 
30 ない. 近藤 ・足立(1975) は中~上部三畳系層状放散

虫チャートおよびジュラ系珪質頁岩がジュラ紀後期

20 に現在の位置に再堆積したとしている . ジュラ系赤
10 色珪質頁岩には炭酸マンガン団塊が旺胎しており ，

0/.。 鉱物化学的検討の結果では， これは堆積直後の表層

10 15 20 25 30 35 40 にかなり近い硫酸環元間隙水雰囲気下て、できたもの

t cm であると考えられている(箕浦他， 1983). 赤色珪質
凶 I J\'Í状放 l\x 虫チャート li~J凶の厚さの J.lJiJ.([分イ1;

頁岩は三畳系層状放散虫チ ャートと組織的に類似 し
F ・ みかけの!立さの頻度分可'Ii ( 盟f外における ;1111

Æ 紡米: ) ， F ' 。研J!{:而にみるチャ ート ljl.lf'l ( 図

版 1 A , B ) の厚さの頻度分:{Jj' (室内におけ る

測定結栄 ) n. n ' : 計 il!il数 T， t' ・ 2ドt~J INJ!/. (c川

ており ， またこの頁岩中にも炭酸マ ンガン粒子を含

むチャ ー トが部分的に認められることから ， 両者の

堆積環境と続成作用の場は一連のものであろうと考
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えられる . 北上北帯の場合と同じ く ， 層状放散虫

チャート中には陸源物質の混入は認め られなかった.

111 . 奄美大島 琉球列島を構成する島々の中で 2
番目に大きい奄美大島は， 地質学的には白亜紀か ら

古第三紀にかけて堆積した深海扇状地准積物を主体

としており(遅沢， 1983) ， 変形砕屑岩類を基質とし

て大小様々なチャ ート岩塊を挟在する湯湾層が島の

西部に広く分布している.これらチャ ー ト はペルム

系および三畳系の層状放散虫チャートで， 一部ジュ

ラ系があり，下位に緑色岩類と石灰岩を伴ない， こ

れらを含めて砕屑岩類に対し異地性である . 特に興

味深いのは， 三畳系岩塊中には石炭系浅海性石灰岩

が， またぺ/レム系岩塊中にはぺjレム系浅海性石灰岩

が，それぞれ異地性の岩塊として取り込まれている

点である . これら石灰岩塊は泥灰質粘土岩中に認め

られ， この粘土岩の上位には深海性石灰岩が累重し

ており ， しだいに層状放散虫チャ ート に移行する .

石灰岩と層状放散虫チャートの漸移部では時に紡錘

虫化石片等より成る薄い(厚さ数聞 から 1 cm ) 挟み
があり ， 単層内でしば しば級化構造が認められる.

産出する放散虫化石によれば基質砕屑岩類は

Valanginian か ら Lower Aptian であり，層状放散

虫チャ ー 卜や石灰岩とはかなりの時代差があること

になる . 層状石灰岩は多くの場合苦灰石化作用を受

けており ， いずれの場合も起源は細粒深海性石灰質

堆積物で， ナンノ化石様組織が見い出されることが

あり ， 層状放散虫チャー卜中にもしばしば苦灰石自

形結品が認められる . これら異地性の岩体中には陸
源砕屑岩片は一切含まれていない. 奄美大島におけ

る先白亜系奥地性岩塊と白亜系砕屑岩類の層位関係

を図 2 に簡略にまとめて示しである .

珪質岩類の化学組成

層状放散虫チャ ー トについて化学的な観点から検

討を行うために ， 次に蛍光X線分析装置による成分

分析を行なった . 分析に際し ， 各試料の一部を水簸

(water 5iev ing) して石英成分を除いた後X線粉末回

折試験を行なった . 得た回折線図から ， 石英以外に

炭酸塩鉱物(方解石 ・ 苦灰石)と粘土鉱物(主に緑泥
石・ イライト)を同定した . 層状放散虫チャー トの沸

酸処理により得た残澄中から鏡下で微化石を検出す

る際， しばしば黒色球状物質が認められることがあ

る . 斎藤靖二博士(私信)によると ， この球状物質に

は一般に堆積岩で微量とされる元素(N i ， Cr など) を

多量に濃集しているとのことである . 化学成分と形

状から判断すると，チャー卜を構成する物質そのも

の(微品質石英，粘土鉱物，放散虫殻等)とは異質で、

あり ， おそらく外来物質であろう . したがって ， 層

状放散虫チ ャー卜を総量で分析する際，微量成分に
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Eヨ 6

Eヨ 7

匿雪 8

区12 lil:美大 J~~g;; i;~j 10 にみる白 'lIi系俳M岩沼l と鋭J也官|

岩f*の桜式的!日位以I f:品 。 1 呉J也 1'1 岩体 ( Ca
石炭系， Pe ペノレム系， Tr 三i;; 系， uJr 上部

ジュラ系 ) ， 2 : 自民系砕Ii'f岩類， 3 層状放I\x
虫チャ ート ， 4 : i;'f- ìJIH1 石灰岩 ， 5 : ほ御悩石
灰岩， 6 :中占七岩 (一宮11に塩基'11 火成岩類昨肘
物を w う ) ， 7 : J.lï.基性火成岩類， 8 ・ 玄武岩

'['[枕:lid;存岩

ついてはこの効果を十分に考慮する必要がある . こ

こでは， 主成分だけを分析の対象とし， 岩相と成分

の対応を知る目的でできるだけ多くの試料について

検討を試みた . 図 3 には，奄美大島湯湾層中の層状
放散虫チャー卜および珪質頁岩 243 個についての分
析結果を 2 つの場合にまとめて示してある . Na2 

O- K,O- CaO 3 成分系では， ペルム ・ 三畳系およ

びジュラ系のそれぞれの層状放散虫チャートで時代

にかかわりなく同様な分布の領域を占める . 一方，

砕屑岩類と同時異相の関係で産出する珪質頁岩(層
状放散虫チャー卜に産状が酷似しているもののタ ー
ビダイ卜と時代は同じ)は， 層状放散虫チャー卜と
は図の上で全く異なる分布の傾向を有している . こ

のことは MgO- CaO-Ignition 10ss 3 成分系でも

同様である . この場合 Ignition 1055 は主として炭酸
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奄美大島~J/j湾層産E主't'í:岩類のf世光X線分析結*
分析数243 @CaO.MgO.Ig-loss 3 成分系 1 上音11 ジュラ系層状放散虫チャー
ト， 2 ・上部ジュラ系粘土質(不純)層状放散虫チャ ー 卜， 3 目 下部白 ilP:系E主質岩類.

4 ペjレム ・ 三笠系層状放散虫チャート， 5 : べJレム ・ 三畳:系粘土質(不純)層状放

散虫チャート， 6 ・ベルム : 三畳系奥地位岩休中の石灰岩・チャ ト漸移部にみる

J('j状チャー ト(石灰質).数字は CaO 含有量て Ig- loss は炭酸ガスをほぼ代表 し てい
ると考えられる. ( CaO-Na,O-K,O 3 成分系 各記号は③に同じ

図 3
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Ig.1055 

尖i良'ju- -人ー山地域二位系Jrí ~À)I1.I\í.虫チャート分析

結栄 アルカリ+全欽+アルミと u般の相 II~I を
示すI!!.I -J-， j :'rü *lilは 99 . 50 %の点て'r.tliîr'lilll を切る
1 : )(1 :1川氏 1\~ !1tチャート ， 2 村にL 'i't( 司、純 ) !\oí
~À I.広 níiliチャー|

K,O MgO 

~5 

Na,O 

100 

了臣奨大 J;}jH'J ~;~3 N1べ Jレム・ 二二目。系 Jì1:IÀ)I1. I \~虫チャ
ート分割rflli:にみるアルカリ+金鉄+アル 2 と 1よ

般の|刻i長 田川直線は 99 . 85 %の点て'住民主剥l を
切る .A ・ > 1 % Na,O 
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北上~t':i~: 1塗 '1' /(1/rï ニ位系!耐え放lIi虫チャートお
よびジュラ系泥 'l'l 岩の分析結占R . 1 繊木
沢J0T部チャート ， 2 桜木沢 J0 上部チャー
ト， 3 : 腰廻 1(1 チャート ， 4 ・織木 i}~J(1 i11ò 'i'é岩，

5 ・ ノ パキュライト (Cressman ， 1962), 6 石
灰岩中の団制止チャー ト (Cressman ， 1962). 
5 と 6 はいずれむデボン系で ， i長彬1'1 堆ft'1物に
{半な っ て産:3'.

れる . 主成分のうちチタンとマンガンについては，

いずれの地域でも含有量と岩相や組織との対応にお

いては明瞭な関係は得られなかった . 図 6 は北上北

帯|整中層訴中の異地性!習状放散虫チャ ート の両成分

ガスを表わすものと考えられる . 層状放散虫チャー

卜のうち ， 炭酸塩成分の多いもの (CaO として 2 %

以上含むもの)について鏡下で観察すると ， 必ず方

解石あるいは苦灰石自形結晶が認められる . CaO 含

有孟 1 % 未満の試料は図の上ですべてある l つの

区画された分布域に入ることから判断 して ， 1 %未

満の CaO は粘土鉱物に， またこれより多い CaO は

炭酸塩鉱物に由来するとみなしておおよそ良さそう

である . 組織的にみて炭酸境鉱物は堆積物園結化以

前にすでに形を成していたものと考えられ， 層状放

散虫チャ ー トそのものとは成因的にみて全く異質で

あると思われる . 図 4 では湯湾!宮産ペルム ・ 三畳系

放散虫チャートについて ， 分析値からこれら 3 成分

を差し号 I l. ' て改めて再計算し ， 全量 100% としたも

ののうら ， 珪酸と他の主成分であるアルミニウム，

全鉄およびアルカリ (Na ，O ， 1く 20)についての相関を

示しである . 不偏長軸法を用いて求めた回帰直線は

ほぼ 100% (正確には 99 . 85%) の点で珪酸紬と交わ

る . 縦!Ii!llを粘土鉱物由来の珪酸以外の成分と考える

と ， 横軸は石英と粘土鉱物からの珪酸を表わすこと

になる . したがって縦軸成分が O となる点， すなわ

ち回帰直線と横軸の交点は， 粘土鉱物を含まない堆

積物の珪酸成分を示すものと思われる . I吾状放散虫

チャ ート には珪酸に富む火山性物質を一切含まない

ことから ， このように高い珪酸成分合有益;を有する

物質は珪質殻生物土佐積物以外に有り得ない . おそら

く 放散虫(あ るいは珪藻殻を含む)がチャート 中の

珪酸成分の起源となっているのであろ久美濃帯犬
山地域の三畳系チャ ー トの分析結果(図 5 )でも ，地

理的な隔りがあるにもかかわらず奄美大島湯湾層
チャー卜についての結果とほぼ同様の傾向が認めら

( 5 中 4• 3 。 2。 1

図 6
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に関する I つの例で， 層準や色の違いによる明らか

な成分上の差はない. チャートとそれを取り巻く頁

岩(細粒タ ー ビダイト)とではグラフ上における分

析値に有意な回帰性が認められず， 堆積環境に違い

カfあるようである .

生物珪質穀の溶解と再結晶

分析値の検討結果では， 層状放散虫チャートの主

成分である珪酸は生物の珪質殺に由来することが判

明した. しかし ， どのような過程を経て生物殺を構

成する非品質珪酸がチャ ー 卜を憐成する微品質石英

に変ってゆくのか不明である . 層状放散虫チャー ト

薄片を鏡下で観察すると ， 溶けないで残っている多

くの放散虫殻が認め られる . 殻を取り巻く微品質石

英は明らかに堆積物の岩石化過程でできたものであ

る . 続成過程で微品質石英が堆積物を置換したので

はない. したがっ て ， 沈殿一地獄一固結と いう一連

の過程で庄酸盗殺のある ものは溶け， 他のものは化

石として残ったという ことに なる， Schrader (1972) 

によると ， ジプラルタル海峡沖大陸斜面表l習に含ま

れる珪質生物殺の場合， 土佐積後約 4000 年で大部分の

穀は溶解してしまし勺沈殿殻の数%が化石として保

存されるにすぎないという . 溶解速度は， こ の場合

海洋の物l坐 ・ 化学的性質や堆積速度に依存せず， 純

粋に時間の関数として扱い得ると結論している . 珪

質殺の椛積物中での選択的溶解作用一溶けやすい殻

が急速に溶ける一方でほとんど溶解しない殻があり ，

それが後に化石となるーが実際に底質中で進行して

いるのであろうか. このことについてわれわれは 2

つの面から検討を試みた .

まず第 l に ， 実験室で深海底の療境に近い状態を

作り ， ここでの溶解度を何種類かの珪質殻に関して

長時間にわたり 測定した . 実験方法は， ①化学処理

を施さない試料をテフロン試験管に清冷海水ととも

に封入したものを多数用意し， ②これを暗所で混度

2 0C の静かな状態に保ち ， ③一定時間経過後 l 本ず

つ試料アンプ/レを取り 出して溶液中の珪酸濃度をケ

イモリブデン自主比色法により測定した. 約 8000 時間

に及ぶ実験結果を図 7 に示す. この結果から 1 つの

興味ある事実が判明した . すなわち ， 同ーの条件下

で， あるものは急速に溶解し他のものは(一定時間

経過後)溶解度は一定に保たれ溶解作用がほとんど

進行しなくなるのである . たとえば， 水槽培養によ

る殻の五ilい珪藻 (Phaeodacかlurn tl'icornatum)殺の場

合， その溶解度は他に比べてきわめて大きし測定

結果をもとに概算すると約 1000 年で殻はほぼ完全

に溶けてしまうことになる . これに対して， 中新統

珪藻土より分離した化石殻は溶解性に乏しい. 人工

珪酸粒(*ガラスを塩酸で加水分解後， 透析l換を用

15. 
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いて脱塩して得た珪酸コロイドを， さらに海水中に

流し入れて沈殿させたときにできる粒状物質. 径数

ないし数 10 ミクロンの構円体~球体状で， 形状は放

散虫殺に類似)の場合にはほとんど溶解が進行して

いない . 同一条件で溶解性にこれほど大差がある事

実は， 自然の条件下での選択的溶解作用の進行を示

唆するものと思われる .

それではその事実があるとすれば， 溶出 した珪酸

は溶けにくい殺の周辺に何らかの形で滞るのであろ

うか. Schinck et al. (1 975)の実験はこの疑問に対し

てたいへん示唆的て'ある . 彼らは， 拡散方程式を基

礎とした堆積物間隙水中での珪酸の溶解 ・ 機集過程

を説明する連立偏微分方程式を立て， これにさまざ

まな初期条件を与えて計算機実験を行なった . その

結果， 生物による堆積物鹿乱作用の増加あるいは珪

質設の溶解速度の減少が堆積物間隙水中の珪酸濃度

を相対的に高める ， すなわち間隙水珪酸の海水中へ

の拡散を抑止するという興味ある事実を見出 してい

る . したがって ， 珪質殻の溶解速度 とともに生物肢

乱作用の効果も検討してみる必要がある . しかしな

がら ， 層状放散虫チャ ート およびチャート層間粘土

層を層理面に垂直に連続的に切断し， その断面につ

いて鏡下で詳しく観察してみると ， 薬理や放散虫殻

の配列に乱れはほとんど認められγ(図版 1 -F ) , 

粘土粒子の分布にもむらがない. それゆえ底生生物

による擾乱作用はほぼなかったと考えて良さそうで

ある . そこで先の Schinck et al. (1975 )の結論に従

えば， 珪質殻より溶脱した珪酸を堆積物中に何らか

の形でとどめる効果をもたらしたものとして ， 珪質

殻の溶解速度そのものを考えれば良いということに

なる . 溶解速度が小さければ， より深部まで珪質殺

は埋積されて ， 溶出 した珪酸の海水中への拡散は相

対的に妨げられ， 結果として間隙水中の珪酸濃度を
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高める . しかし， 層状放散虫チャートの場合， 堆積

速度が小さく ， 殻の埋積による珪酸の浪集促進の効

果はあまり期待できない. この場合単純に ， ゆっく

りと溶解が進行することによる海水中への珪酸の拡

散の軽減という現象を考えたほうが良さそうである .

先述のような， われわれの最も溶けやすい珪藻殻の

溶解実験結果や Schrader ( 1 972)の結論ともあわせ

て考えると ， おそらく大部分の放散虫穀はその消滅

にさらに長い時間を必要とするであろう . このこと

は，静穏な環境に集積する場合， 珪質殻の溶解はき

わめて緩やかに進行することも暗示している . すな

わち ， 珪酸は拡散よりも効率的に間隙水中に浪集さ

れるであろうと判断できる . 溶け残った殻の周辺に

はこうして濃集した珪酸が滞まり ， これが続成作用

の諸段階を経て微品質石英となるものと推測され得

る .

第 2 番目は ， 高圧釜(autocl ave)を用いた珪質穀の

溶解と再結晶に関する検討である . 自然状態を復元

した環境を設定しての実験では反応が遅く ， 珪質殻

の続成過程における変化を逐次記録してゆくことは

不可能である . そのため，高圧釜を用いた試行実験

を行なうことにし， 各種の試料を蒸溜水とともに石

英ガラス管に封入したアンプノレを多数用意して ， こ

れについて温度 2500C， 圧力 60 パー/レの条件下で実

験を反復した . そして一定時間経過後のアンプル中

の試料について X線粉末回折試験と SEM 観察を行

ない， 試行時間の長さと形態と鉱物組成の変化との

関係を調べた. しかし ， 結果的には， 1000 時間以上
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に及ぶ試行後も珪質殻にほとんど何らの変化 も認め

られなかった . すなわち ， 短時間で何らかの変化を

殻にきたすにはもっと大きな圧力あるいは高い温度

が必要であるということになる . そこで， 最高条件

として温度 650T， 圧力 3500 パー/レを発生さ せるこ

とのできる装置を用い(図 8 ) ，比較的短い時間内で

珪質殻の溶解と再結品化を行なわせることを試みた.

径 5 mm ， 長さ 5cmの純金製試料封入管を用い， 蒸溜

水とともに試料を封入後， 放電溶接により管の両端

を閉じて試料アンプルを作った. 温度は 2500C で，

圧力を 1700 から 2000 パールに保ち ， 数 100 時間か

ら 1000 時間以上にわたって繰り返し実験を行なっ

た . 結果は SEM 観察像として図版 2 に示しである .

この図は， 試行時間を増すにつれ放散虫殻(中部太

平洋水深 53 19 mの海底より採取した珪質粘土より

分離)がしだいに表面より溶けてゆく状況を明瞭に

示している . 興味のある l つの点は， 図版 2- D で明

らかなように ， 溶けかかっている殻とほぼ完全に保

存されている殻とが同時に存在することである . こ

の現象はまさに，化石として残る殻と後にこれを包

埋する珪酸の供給源となる殻が現実に堆積物中に共

存しうることを暗示している . 溶ける運命にある殻

はただひたすら溶けてゆくのに対し， 溶けないで残

る殺はその表面にわずかな溶解の痕跡をとどめる程

度で，ある場合にはその表面に珪酸の付加すら認め

られる(図版 2-Gにしたがって穀から溶け出た珪

酸は， 溶けにくい殻の表面あるいはその周辺にとど

まることになる . 溶解殻由来の珪設が最終的に微晶

図 8 高圧谷総 Aは袋tiJ:の全容で， 1走Îíの子ffi)J式ポ ン プで2000気圧まで加圧できる.
Bの左は装illの制Ií抑制iで，右(j:放屯燃按のための ;llil，;[装置 c: 試料谷器
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図版 2 高圧谷部を用いた政i'iX !:U殺の裕 jíJLぷ 1).出:結米ーの SElVl 像

A-C : I-jJ 昔日太平洋水深 53 1 9111 の if，j li( より採取した珪質粘土より分縦した放散虫~j)l， D-ｭ

F : 250
o
C , 1700公 IJ~ ， 1 0011与 I:\J 経過後， G- 1 : 250

o
C , 1 950公1.:E， 500 11寺 I[\J 経jl!H孟， J -L 

: 250
o
C , 2000気圧， 10001l.'j H\J *，主治後.
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質石英を構成する珪酸となるという溶解実験によっ

て得た結果は ， このように高圧容器を用いた実験に

よ っ て も支持されたことになる . この実験結果にも

とづく大よその算定では，沈殿放散虫構成種のうち

90%あるいはそれ以上が消失してしまう . したがっ

て， 堆積岩中に化石として残存する放散虫穫の構成

は沈殿当初の放散虫群集のそれとは全く異なったも

のになるであろう . 斎藤 ・井本(1978)は高圧容器を用

いた同様の検討を行なっており ， 組織観察の結果を

基に ， 反応過程で珪質殻の溶解と溶出珪酸の沈殿が

同時進行すると考えた . この現象は， 殺の溶解性と

は別に ， 局所的な化学反応が随所に独立して進行す

ることを意味するものであろう . 溶解性にさほど差

のない殻の集積体の続成の場合はこの考え方で説明

できょう(たとえば放散虫岩や骨針岩などにしかし

ながら大部分の珪質穀堆積物では， ここに示したよ

うに溶解一不溶解の現象が重要な続成の要因となっ

ていると思われる .

チャー卜の酸素同位体比

現在の海洋で最も古い堆積物は北西太平洋の上部

ジュラ系である (Heezen and F omari , 1974). 
DSDP の試鐙試料中にはこれより新 し い時代の

チャ ー トが頻繁に認められ， 知られる限りで最も新

しいチャー ト様岩石は始新統である . 中部太平洋や

カリプ海では広い範囲にわたって暁新世から始新世

にかけての時代のチャー ト 様岩石が音波不透明層を

形成しているのが良く 知られている(たとえば， 井

上 ・ 鈴置 (1974)) . これら現在の海洋底に存在する

チャ ー トについての知識は， 層状放散虫チャートの

成因を考える上でおおいに役立つであろう . ひとつ

の試みとして ， チャ ー トを構成する結品質珪君主中の

酸素同位体比の測定がある . 図 9 上欄には ， 現在ま

でに報告された DSDP 試錘試料より得たチャー 卜

とポーセラナイト (porcellanite)および陸上のそれ

らに関する多くの酸素同位体比測定値を後期ジュラ

紀より中新世までの年代表に落したものを示してあ

る . これら 曲線は Ô l 80 値の最も高い点を連ねて得た

もので， 深海底のチャ ー 卜と陸上のチャートの聞に

は非常に良い相闘が認められる . 一方， 図の下欄に

は， Douglas and Savin (1975 )による底生有孔虫殻

の酸素同位体比の測定値に基づく深層水古水温曲線

と ， DSDP チャ ー トの各時代での最も高い Ô l 80 値
か ら求めた推定深層水古水温曲線とを合せて示した .

これにより明らかなように ， 底生有孔虫殻の Ô I 80 値

による温度曲線は DSDP チャ ー トの Ô I80 値より求

めた 2 つの温度曲線のほぼ中間に位置しており ， 温

度変化の傾向は 2 つの場合で極めて類似している .

このことは， チャ ー 卜に深層水の温度が鋭敏に記録
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されたことを物語ってお り， さらには深層水の温度

変化に十分反応する速度で珪質堆積物の固結化が進

行したことを意味するもの と思われる . 最大 ô1SO 値

曲線では， 陵上のチャ ート と深海のチャ ート の聞に

緊密な相闘が認められる事実は，陸上のチャー 卜 が

深海よりもたらされたものである こ とを暗示するの

かも しれない. 両者の聞の Ô l 80 値の差は，陸の地質

に組み込まれた時点ないしはその後の熱的影響によ

るものであろうか. 図 9 より読み取れるもう l つの

興味深い事実は， 特にポーセ ラナイトにおいてきわ

めて高い Ôl 80 値が得られているという点である . 図

の左端には現世珪質殻の が80 値が生息水温 と対応

して示してあり ， δ180 値と水温の聞には強い負の相

関が認められる . すなわち，水温の高い所の殻には

低い Ô I 80 値が得られている . この資料から ， 珪質殻

は生息環境での水温を反映した がSO 値を当初保有

していると言える . Douglas and Savin (1975)によ

り求め られた浮遊性有孔虫穀の 01 80 値に基づく表

層水温は， 各時代を通じて明らかに深層水混より

ずっと高い. したがって ， 珪質堆積物は沈殿時には

表層水温を反映した が80 値を有する珪質穀より

なっていたと考えて良いであろう . チャ ー ト 中の 01 8

0 値より得た温度曲線と底生有孔虫殻中の ÔI80 値

より推定した深層水温曲線とは非常に良い相聞を示

し， またチャー ト の温度履歴は深層水温の変化に対

応している . よって ， 沈殿珪質殻は続成過程のある

段階で生息域での温度履歴がすべて抹殺され， 改め

て沈殿環境の温度に即した酸素同位体交換平衡に到

達したものと考えられる . したがって，ポーセラナ

イトにおける高い ÔI80 値は， 堆積場での低い深層水

温に起因したものであるということになる . 図に示

したポーセラナイトは主として Opal-CT よ り成る .

これが続成の最終段階で石英に転ずるとすれば，

ポーセラナイ ト はやがてチャ ー卜 になるとみなす こ

とができるかもしれない. 結晶化の進行により珪酸

を構成する酸素のうちの 1 80 濃度はしだいに減少し

てゆくと考えると(埋没増温効果により結晶化が進

行すれば当然 1 80/ 160 比は小さくなってゆく . また純

粋に結品化が時間とともに進行する場合， 180 は選

択的に逐次結晶中より追い出されると考えられ， や

はりその比は減少する)，微品質石英よりなるチャ ー

トで 0 1 80 値は最も低くなる . これを裏返せば， 珪質

殻が沈殿して海水と同位体交換平衡に到達した時に

堆積物は全段階を通じて最も高い 01 80 値を有する

ことになる . この考えが正しいとすれば， 実際の深

層水温は， 図 9 の下に示したチャ ー トの が80 値によ

る温度変化曲線のうち最も低い温度を与える曲線に

近いものになる . それゆえ ， 浮遊性有孔虫殻の 0 180
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値から推定された表層水温に比べ， 深層水温は非常

に低かったと解釈される . この大きな温度差にもか

かわらず高い Ôl 80 値を有することは，珪質殻の埋没

過程で完全な海水との同位体交換平衡があったこと

を物語っている . 図 9 にはさらに， 埋没続成作用に

より(非品質珪酸からポーセラナイトを経て)

チャートに変わる過程を示していると一般に考え ら

れている (Murata et a l., 1975; Pisciotto , 1981) 中新

統 Monterey 頁岩の各種試料の Ô I 80 測定値が示さ

れている . この頁岩は埋没とともに Opa l -A が

Opal-CT (ポーセラナイト)を経て Quartz(チャー

ト)に変わってゆく過程てV 同位体比がしだいに減

少してゆく傾向がはっきり読み取られる . この事実

から判断する限り ， 明らかに Monterey 頁岩は陸上

に分布する層状放散虫チャー卜とは全く異なる起源

を有するものと思われる .

層状放散虫チャー卜の成因

微化石層位学的にみた場合， 層状放散虫チャー卜

はこれを包有する深海扇枚地堆積物である陵源砕屑

岩類に対し明らかに異地性である . このことは ，

チャ ー ト中には陸源砕屑岩片が一切含ま れてお らず，

生物擾乱の痕跡(タ ー ビダイ卜中にはしばしば見う

けられる)もほとんど認められないというような組

織観察の結果，またチタンやマンガンの含有量が

チャー卜とタ ー ビダイトで異なると いうような化学

組成上の相違などからも裏づけられる . 層状放散虫

チャ ー トは， 一般に ， 下位に緑色岩類があり ， これ

にしばしば礁性の石灰岩が伴なわれ， これらを泥灰

岩や粘土岩がおおい， さらに上位に深海性石灰岩

(おそらくナンノ軟泥起源)がくる一連の層序の最

上部に位置する . 奥地性の岩体は時にこの一連の層

序より成ることもあるが， 多くの場合はその一部分

である . このような層相の変化は明 らかに堆積場が

この順序でしだいに深くなっていった様相を呈して

いる . 最初は海面に近く ， そこでは噴出岩類をおおっ

て礁性の堆積物が沈積し， 異地性の礁性石灰岩塊を

含む泥灰質岩や粘土岩が形成され， さらに上位に

向ってチャ ー ト ・ 深海性石灰岩互層を経て漸次石灰

岩を欠 く層状チャ ートだけになる . おそらくチャー

卜が堆積し始める時点で堆積場は炭酸カ/レシウム補

償深度(CCD)に到達したものと考え ら れる . 化学成
分に関する検討では， 層状放散虫チャートの珪酸成

分は生物殻に由来するものと考えられた. 層状放散

虫チャ ー ト 中の炭酸塩はおそらく石灰質生物殻に由
来するのであろう . したがって ， 堆積場の沈降に伴

なう深度変化はこれら表層生産物質の沈降と溶解過
程に重要な影響を与えたものと思われる . 石灰質生
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物殻は lysocline 付近で溶解が始まり ， CCD 以深で

は沈積しない. また海水は珪酸に完全に不飽和て、あ

り ， それに対して珪質殻は沈降過程で大部分が溶け

てしまうものと考えられる (Hurd ， 1973) 層状放散

虫チャ ー トはきわめて律動的な構造を有することを

特徴とするが， その成因に関して 2 つの場合が考え

られる . 1 つは，一連のチャ ー卜・ 層間粘土互層の

垂直断面でしばしば認められる下位層の削 り込み構

造および放数虫穀の級化構造(図版 1 - C~ E ) か

ら推定される流動堆積様式(細粒 タ ービダイト)で

ある . すなわち斜面上にいったん沈積した珪質殻軟

泥が何らかのきっかけで流動し ， 斜面前面に広がる

平坦面上に再沈積する機燐である . もう l つは， 長

周期単位(層状放散虫チャー卜の堆積速度から判断

して数 1000 年あるいは数万年単位)で発生する表

層水中の生産性の周期的変動に起因する律動堆積様

式である . この場合， チャ ー 卜層間粘土は生物殻沈

積休止期を意味するのかもしれず， 珪質殻がそこに
全く認められないことから ， あるいは極めて珪酸に

不飽和な底層水の局期的流入による海底風化作用が

堆積物表層部に及んだのかもしれない. 堆積物にお

ける生物擾乱作用の痕跡の欠如は， 層状放散虫

チャ ー卜堆積場が生物活動にと って好ましくない状

態にあったことを物語っている . おそらく酸素の極

端に欠乏した強還元性の環境が海底を支配していた

のであろう . 生物の生息を拒絶したこのような堆積

の場で， 降下粒子の沈殿によってできた層状構造は

失なわれることなく保存されたのであろう . ある場

合にはこの堆積場に高所より沈殿物が間歓的に流入

し ， 珪質殻タ ー ピダイトを形成したものと考える .

前述のように， 層状放散虫チャー卜 ・ 石灰岩互層部

には時として1様性生物(主に紡錘虫) :完全片より な る
薄層の挟みが認められることがある . 鏡下での詳細

な観察により ， 挟みには級化構造が確認されている .

削り込みや級化の構造はチャー卜が形成される環境

で地積物が流動 ・ 沈積するのが可能なことを意味し

ており ， タ ー ビダイ卜様堆積様式もある程度起伏に

富む海底地形では十分有り得るであろう . 以上のこ
とを踏まえ， 図 10 に層状放散虫チャー卜の堆積場を

模式的に表現した . 層状放散虫チャート層中にはし

ばしば紋章型摺l曲 (chevro n fold)がみごとに発達し

ており ， 表層土佐積物がと|土団結状態で流れてできたも

のと考えられる . おそらく堆積場は緩い起伏のある

地形で特徴づけられた所て、あろう . 図にはこのこと

も考慮して堆積の場が描かれている .

チャートの酸素同位体比値から ， 士佐稜後，生物殻

を構成する珪自主は海洋の深層水とほぽ完全な同位体

交換平衡に透したものと推測された . このことは，
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図 10 Jr，状紋!放虫チャート JIHi'!場を示す様式図 鉛直方，(0， を';!1i翻しである . 1 荏

1't;;;世， 2 ・訂版1'[殺， 3 粘土粒子

殻を構成する非品質珪酸塩中の酸素が一度自由に動

ける状態になったことを意味する . 海水は珪酸に完

全に不飽和であり ， もし間隙水中に珪酸が溶出すれ
ば，拡散によって珪酸成分は海水中に溶脱する . 堆

積速度が遅くてかつ珪質殻の溶解が非常に緩やかに

進行するならば，間隙水中に溶出した珪酸は堆積粒
子間にイオンの形で長時間とどまることはないであ

ろう . すなわち，酸素同位体交換平衡は間隙水中に
すべてイオンの形で珪酸が溶出した時に達成された
のではないと考えられる. この場合，非品質珪質

殻が間隙水に触れ，珪酸の大部分がコロイド様物質

になる過程で平衡に達したとするのが最も考えやす

い. 溶解度測定実験および高圧実験の結果から類推
して ， 珪質生物穀が珪酸コロイド様物質に転ずる過

程は非常に緩やかなものと思われ， 水が殻の表面よ

り珪酸を引き出す形でコロイド化が進行してゆくの

ではなかろうか. 同時にできた珪酸イオンの大部分

は海水中に溶脱するものと思われる . コロイド化に

より殻が消失する程度あるいは速度は，殻の各部位

における水との接触面積および殻の厚さに依存する

のであろう . 殻全体での海水との接触面積が大きく

ても ， 相対的に殻が厚ければ，コロイド化はそれほ

ど急速には進行しないことが高圧容器による実験結
果により明 らかにされている . コロイド化した珪酸

は近傍のまだ溶けないで残っている殻の周辺にとど

まるか， あるいはその表面に吸着される . 珪質堆積

物試料の破断面を SEM で観察すると ， 珪質殻表面

に径 l ミクロン以下の非品質珪酸粒が無数に配列し

て張り付いているのがしばしば認められる(たとえ

ば， Pollard and Weav巴r ( 1973) ) . この事実は， 溶
けた殻に起源をもっコ ロイド様珪酸が溶けないまま

残っている殻に付随して留まることを示唆している.

従って，堆積物中である程度溶けやすい殻のコロイ

ド様化作用が進行すると，溶けないまま残っている

殻の溶解は逆におさえられることになる . チャ ー 卜

中に化石として保存されている珪質殻は， このよう

な化学的態状変化の所産と言える .
先にも示したように一連の層状放散虫チャー卜 ・

層間粘土断面の鏡下観察において， 厚さ数ミクロン

ないし数10 ミクロ ンのチャート薄層と粘土葉理との互
層が認められることがある(図版 l-C ) . 薄層は微
品質石英よりなり ， 厚さは生物穀の径の数分の l あ
るいはそれ以下である . したがって直接設がそこで
石英化したとは考えられない. 水の流れに よる堆積
粒子への影響が薄葉理互層に認められるため，珪酸

は続成の過程で集積したのではないこ とは明 らかで

ある . チャート薄層は，珪質殻に由来する珪酸コ ロ

イド様物質が海水と混合する際に凝集してできた珪
酸粒よりなるものと考えられる . この薄葉理こそ微
品質石英がコロイド様物質に由来することを明確に
物語る 1 つの証拠であろう.突知として発生する堆
積面上の水のゆらぎが底質表層を削剥し， 粒子間隙
にとどまっていた珪酸コロイド様物質が海水に触れ

て珪酸惨状体(珪酸ゲル)となり，こ れが洗われ再沈
殿してできたのがチャート薄葉理であ ると推測され

る.海水は自然界における理想的な電解質溶液であ
り ， 負に帯電した珪酸コ ロイド粒を電気的に中和し，

急速な粒子聞の結合により凝集したものと考えられ

る . この凝集した珪酸粒は集合して珪酸謬状態を作
る . われわれの行なった溶解実験(図7)で明らかな

ように ， この凝集珪酸粒あるいは珪酸謬状体は化学

的に非常に安定したものであり ，続成過程で消失す
ることなし堆積時の構造を残しつつ石英化するも

のと思われる . 図 11 に珪酸鯵状体の形成過程を具体

化して示しである . 粘土層中にみるチャート薄葉理

は生物殻の集積過程で一度コロイド様物質化したこ

とを示すもう l つの証拠である .

以上さまざまな観点から層状放散虫チャー ト の堆

積場およびチャート化の機構について考察を行なっ

た . しかし ， 結論に至るまでの過程でまだ発想の飛



30 

。倒
11 ~ ， 

SI + 2~O 一一一一+ 同一SI 一αi
11 L ~ I 

。創

/凶\ 側側聞

2 nいぺl一朗 )一ーベベIーバl- -4-m 
\倒/凹 æ (}j 

3 S I (倒)4 +加 → SI(倒)5- + (}j- --+ SI ((}j )~ 

4 供同ω-76一 二
5 0刷 + 問。 干01一仁() + 叩

6 FOWATI側使圧L[> 町お汀l倒 町阻 [> FOWATI側 昨正山

図11 珪質殺から遊離した珪酸が回定され凝集するまで
の過滋:の様式的表現.珪1'[殺が溶解すると，理論
的には 1 つの注酸分子と 2 つの水分子が結合して

l つの珪酸単量体ができる( 1 ) .このlji盆体は単独

で存在せず，.lli:合して珪酸重量i$: を作る(2) . 三次
元的に結合が進行して珪店長コロイドが形成される .
珪酸単iï1休は l時に過剰の水分子を取り込み，自己位
数 5 以上の珪酸イオンとなる(3). この珪般イオン
は珪園長コロイド球表面に付着し，結柴的に負の電

f面を与えることになる(4). ? ー ロ ン斥力によりコ
ロイド粒子は互いに反発しあし\法質穀IH I隊に安

定な状態で留まる この状態の中に屯解質が入')
込め1;[ ( すなわち，間隙水と海水が交われば).
コロイド粒子表面電側が中和され，ブラウン迩動
するコロイド粒子はたちまち相互に結合して珪重量
ゲル状物質となる(5) 沈殿物質は抑止状態で化学
的脱水作用を受け，最終的にゼリー状fよ園長物質に

至る

躍があり，思考の域を出ない推論も多い.たとえば，

珪酸塩物質の重力流動現象が現実に海底下でおきう

るのか， あるいは底層水の動きがどれほど珪質粒子

の沈殿 ・ 集積過程に影響を及ぽしているのかが未解

決の問題として残されている . さらに， 珪質穀がコ

ロイド様状態を経て以後，いかなる過程をたどりつ

いにチャー トになるのかという点に関しでも同様で

ある . Oehler (1976)は珪酸惨状体(silica gel)を出発

物質として熱水合成実験を行ない，最終産物として

得た石英質粒状物の形成結果から，チャ ー 卜は珪酸

コロイド状物質からできたものと考えた.しかしな

がら，そ こでは渓酸塩殻のコロイド化過程， さらに

は石英粒状物質形成に至る過程に関する詳しい検討

はなされておらず，結論を導くための根拠がかなり
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不足しているように恩われる . したがって，推理し

た珪酸コロイドの団結化とチャート化の過程につい

てここで明らかにすることに努めた. われわれはま

ず初めに， 珪質堆積物の流動と削剥の現象について

水糟実験装置を用い設定した種々の仮想環境の下で

検討を行ない，層状放散虫チャートにみる堆積構造

を復元してその環境要因を類推した. 次いで， 層状

放散虫チャートの出発物質と考えられるものについ

て高圧実験容器を用いて異なった温度圧力条件の下

での変化を追跡し，チャ ー ト化の過程を考察した.

最後にチャー卜様物質の合成を試みた. 第 2 部では

これらの結果について詳しく論ずることにする .
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アジア中生代非海棲動物群の地史学的意義

林 貞

On the non-marine Mesozoic faunas of Asia 

and their bearing on the historical geology 

Teiichi Kobayashi 1) 

Abstract The Mesozoic history of Eastern Asia can be briefly said the age of oronization of the 

Oriental Heterogen where the oronization means the fusion of microcratons by orogenies of the 

minor troughs or mにro -g巴osynclines among them and the consolidation of the fused area by granｭ

itization accompanied by the orogenies. The oronization advanced from the intracontinental geoｭ

syncline or the Mongolian orogenic zone to the pericontinental geosyncline from the Himalayan 

and trans-Himalayan mountains to the Japanese Islands through Southeast Asia. 

The growth of the Asiatic continent during the Mesozoic era is documented in detail in the hisｭ

tory of the non-marine faunas. With reference to the Conchostraca , Mollusca and fishes they are 

classifiable into the following four faunas 

1. The late Triassic to early Jurassic Daido (or Daedong) fauna. 

2. The middle and late Jurassic Jehol fauna. 

3. The older Cretaceous Ky�ngsang (Gyongsang) fauna. 

4. The younger Mesozoic Sungari fauna 

Because their history of development is inseparable from the changes of environment and palaeoｭ

geography caused by the older and younger Mesozoic crustal movements, these four faunas were 

later combined into two suites, namely, the Daido and Jehol faunas into the Akiyoshi suite and 

the Ky�ngsang and Sungari faunas into the Sakawa suite. The earlier or synorogenic fauna of 

each suite is mostly distributed in the intermontane basins of the older or younger Mesozoic folded 

mountains, while the later faunas of the two suites were wide spread in the extensive Mesozoic 
lowland in the interior of Asia , that is, behind these folded mountains. It is the general tendency 

for endemism to be higher in the earlier faunas of the suites in comparison with the later ones. 

It is particularly noteworthy that the Conchostraca has reached th巴 maxlm山n of the gigantism in 

the late Jurassic Jehole fauna (s. str.) 

東アジアには中生代の非海成相が海成相に劣らず

広〈分布している .そして時代と共にその面積が拡

大してアジア大|塗の生長を笑証している.日本鮮島

や泰固などはその聞に海岸線の初復した半海成帯
(paralic zone) に当っているので両相の層序の対比

上で重要な地帯に位している . 古生物学上ではこの

広大なアジアの非海成相は非海楼動物群や|塗生植物

tllの化石の宝庫である. また中生代の地史から見る
と西欧が主に造|箆運動の H寺代であ っ たのに 反 して ，

東亜では中生代まさに主要造山運動の時代で，その
うちに地質構造発達史が精細に記録されているので

日東京都渋谷区代々木 5 -50-18 

ある.

省りみると私が日本中生代非海楼動物群に特に注

目 したのは，r日本内帯に発達する領石フォーナJ (地

質学雑誌38巻， 409 頁， 1 931) ，すなわち吉母介層

を調べた頃からである . その後 3 年余 り外遊 して帰

学してから ， i各東 ・ !協野 ・ 手取・吉母な どの介化石を

鈴木好ー と共著て-記載した (1936- 1 941) . それ以来

内外古生物学者の諸研究が累積 して， 1936年に私が

鈴木と共に新属の Trigonioides を命名したのであ る

が ， 半世紀ほ どの間に Trigonioididae Cox , 1952 

を経て Trigonioidacea Krasnikov , 1982 が設定さ
れるに至っ た.そしてこの超科はまさにアジアの中

生代非海楼二枚貝類の代表者になっている.

東アジアの主要造山期が中生代であり，これを記
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録している娘本史料が非海成相である.しかもその
海成相との対比の鍵を握っている半海成帯に日本が

位しているので，昭和17年(1942) 以来その解明に

のり出した . 藤田 旭 ・ 谷 敬一 ・朴魯槌(木戸祐

邦) ・ 楠見 久らと共に私は介甲目 (Conchostraca)
の研究を進め，鈴木は介化石を高井冬二は保羅紀中

葉以降の魚化石リコプテラ類を，また花井哲郎は白

亜紀松花江統(広義) の貝形類を研究した.これら

一連の共同研究によって，大同・熱河・度尚・松花

の 4 フォーナが識別された . 特に介甲類については

私はその形態や分布などの特性から大同・熱河両フ

ォ ーナを秋吉組，慶尚・松花の両者を佐川組として

夫々の宗族発展が東亜中生代造山史と不可分の関係

にあることを解明した九

その後の日本に於ける持海棲白亜紀二枚貝研究に

ついての総括は田村 笑が地学雑90巻 ， 1981に，ま

た本邦白亜系の海成非海成層群の対比論は化石31号，

1982に掲載されている.この間私は泰国東部コラ ッ

ト高原産の Ban Na Yo フォ ーナ を記載して，その

白亜紀陸水フォーナであることを実証した.爾来東

南アジア古生物研究会の諸研究の結果，もともと泰

国三畳 ・ 保羅系の総称とされていたコラット層群は

海成中生層群から分離されて， 三畳紀後期の造山運

動f去の摺曲山脈の背後盆地に堆積した非海成層群と

してその層序が解明された.そして私は目下印刷中

の Geology and Palaeontology of Southeast Asia 

(GPSEA) ， 25巻にその近隣地方の中生層群との対比

を詳論している.

化石介甲貝はソ連でも約半世紀に亘って Novozhi­

lov らに依って盛んに 研究され ， I塗水貝類の研究も

亦 Martinsοn らがこれを推進して来た.中国では特

に最近10数年間に顧知微らによって介化石，そして

陳不基らによって介甲目の研究が飛躍的長歩を遂げ
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た.これらの生層位学的研究結果:がアジア大陸の生

長を解明しつつある.

ここで一寸アジア大陸の造構史について私の所説

を述べておく 必要がある.古くから中部シベリアの

ア ン ガラ僕状地， あるいは原剛塊を中核と して，そ

のまわりに摺曲山脈が出来てアジア大|塗は成長して

来たと考えられて来た.私の考えでは こ の原剛塊か

らインド半島のゴンドウナ剛塊片に達する聞を 3 帯

に分けられる . 北帯としては大蒙古地向斜があり，

南にテチス或いはヒマラヤ乃至後ヒマラヤの大地向

斜があった.そして共に南北の大造山都・を形成して

いる.その聞に私のいうヘテロ ーゲン (Heterogen)

帯がある.ここでは小剛塊が多数散在していてその

相互が摺曲山脈，あるいは造山帯で網自のように結

合されて復雑な集合帯をな しているのである.この

ヘテローゲンの南北幅員は特に中央アジアから東方

で酋から東へと拡大 して中国の大部のみならず朝鮮

半島などが含まれているのでこれを東洋ヘテローゲ

ンと呼称するのが適当である. この中管東側を束か

ら南西へと抱いている日本列島などの一連の花紙列

島は大陸縁辺の造山帯である.こ の私説はîR.'!E地質

上巻( 8 頁， 1956 ) にも記しておいたが，それより

先き 1949年にニュージーランドで関かれた第 7 図太

平洋学術会議で更に高所から西太平洋南北の比較構

造論として公表したのであった (The mountain sysｭ

tems on the western side of the Pacific Ocean 

classified from the standpoint of genesis. Proc 

7th Pacific Sci. Congr. etc. 1949, vol. 2, Geology , 

p.255-261) 

これに先んじて 194 1年に 佐川サイクルの論文 ( 東

大紀要，理， Sec. 2, vol. 5, pt. 7, p. 535・536; 日 本

地方地質誌総論， 298-299頁， 1951 ) 中で，北半

球に於ける諸大陸の発展から判断すれば，山化 (剛

表 1 東アジアの中生代 ， 非海楼動物の 2 組 4 フオーナ

地質時代 フォーナ 主且 7 ォーナ 組

古第 三 紀 (権 l敏)

後 松 iE 

I 松__........---花 I盆 --------尚白亜紀 中 i主 111 (左 111 

前 }。先品 尚

後 費九 :可
穂ョ 戸I

{朱緩紀 中 Kukitanga 

fJ�i 
秋 τ口t 

向 性
秋 =口t 

大 問 大

1五
一ーーーーーー一ー

三 公紀 中

高I
Maltsevo 

論文先行年 1 9 4 2 1 9 5 4 1 9 7 5 1 9 8 3 
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Fig. 1 Geotectonic map of the Western Pacific side (Kobayashi , 1949) 
A, Urkraton. B, Continental �ogen. C, Heterogen. D, Peripheral 
�ogen. Al 一D!， Asi舩ic Elements. A2 ー 02， Australasian Elements 

塊化)はこれを大観すれば，アジアではシベリアの

核塊から赤道方向に進行するが，また環太平洋の構

造発達史から推察すれば，山化は海盆の周縁から求

心的に~んだことを指摘した.この北極から見た遠

心性と太平洋から見た求心性は今にして見れは\蒙

古内!建造山帯，東洋ヘテローゲン帯，ヒマラヤ大陸

縁造山帝こ とに分けて見なければならないが ， 大局

的にはこの方向性は認められる .

そこでこのアジア大陸の生長がどのように非海楼

動物群に反映されているかが標題の問題点である.

介甲類を代表する現生カイエビは 30'C 以上の熱帯よ

りも夏季の極度が20-30'C の眼帯の内陸盆地を最適

環境としている陸水動物で、ある.非海棲の化石介甲

自はカレド ニア造山運動後の旧赤砂岩相のうちに突

発的に発展し，石炭紀後期に北大西洋に股がる炭団

地帝に繁栄したので，欧米では本目は古生代に栄え

た動牧1 とされていた.

1954年 Fossil Estherians and Allied Fossils 

( 東大紀要 9巻第 l 冊)を著した時， 二畳 ・石炭紀に

はシナからは 2 極しか記載されていなかったが，東
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アジアの中生代穫は45穫を数えた.そしてその興亡

史が秋吉 ・ 佐川両造山運動(広義)と密接に関係し

てい る ことも明らかであった.

その後のソ連その他の研究を参!!日すると種類から

見て，介甲目はj尼盆紀に北欧で古生代中の繁栄の頂

点に逮する.それに次いで大西洋11111 の石炭紀後期，

北米のペンシルパニア期が第 2 の頂点であ っ た.こ

れは勿論パリスカン ・ アノ fラチヤの造山運動と関係

している.本自の分布の中心は二丑 ・ 三畳紀には欧

亜大陸北方の Tartarian - Vetlungi an 層およびシベ

リアの相当層とな る .そしてやがてこの中心が東ア

ジアへと移動したのであった.

1975年に私はソ連側の新知識を参照してアジアの

中生代介甲自のう ちに三登紀前中期の Maltsevo フ

ォーナと大同と熱河(狭義)の聞に保，f，ÏI;紀中期の

Kukitanga フォ ーナを加えて 6 フォーナに分ける こ

とを提唱した . 前者はシベリアから欧露北東部 Ti 苧

man に広〈分布している . 後者は Yakutsk から後

ノ〈イカルを縫てカスピ海東南側の Turkmen に知ら

れている.これより先き 1972年に私は介甲自の宗族

発生史上では泥盆紀前と白亜紀後に地史的記録に 2

大欠陥のある こ とに注目を喚起したのであるが，そ

の翌々年撫 ) 1債で古第三紀カイエビ化石が発見され ，

続いて中国東南部や甘粛 ・ 湖北・ 雲南などにも分布

していることが判明している.

中国的業肢介化石， 1976にはこの国の介甲目とし

てる 60径が含まれているが，そのうちで泥盆 ・ 石炭 ・

二畳の 3 紀の 12種と古第三紀の 18極を除くと残りの

全部が中生代のものである.すなわち本自はアジア，

特に来アジアでは中生代に栄えた|塗水棲動物に外な

らない . そして大同フォーナの76種と新白亜紀の松

花フォーナの 116 種が種数として 2 頂曲線を描いて

いる.

因みに欧洲では三登系から約30極， グ リ ー ン ラン

ドから 6 極が知られている . それ以後ヨー ロ y パで

は保経紀の約10極と旧白亜紀の 3 種が知られるのみ

で ， ア ジ アとは比ぷべくもない.北アメリカの中生

界では東部の三畳紀 Newark統の11穏を除くと，メ

キシコ ・ アリゾナ・テキサスから三畳後期 ・ 保羅前

期・ 旧 白亜紀の各 1 種があるのみである.

私共の東亜非海成層とその化石についての共同研

究では資源科学研究所の戦災で資料が消失 して ， 鈴

木の中生代介化石の研究は大同フォーナに及ばなか

った.しか し ソ速では Utschmiella その他の新属が

建てられ，最近中国北部で夫等が中生l習中に分布す

ることが判 っ て来た. 日本では秋吉造山後に Unio・

nites が美称統下部の滝口層に出現して汽水性 と 考

えられている.それ以後汽水性の二枚貝は白亜紀中

葉まで多くの層準に産出する.しかし純淡水性の貝
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化石は l協野宿ある いは手取統の Vi引かzrus Jl'1以上で

ある . そして Tetoria ， Mesocorbicula に l話する鋭介
は内蒙古 ・ 遼寧・甘粛 ・斯江などに分布し ， そのう

ちには手取級に近似するものがある由である .

これに対して三畳紀後期乃至保羅紀の汽水性二枚

員は日本からベトナム ・ 泰国を経て雲南に至る半海

成相の地帯へ追跡される. 三畳紀前期には険西省西

部まで拡がっていた海成相は同後期には著しく南方へ

退き，その北部や東部に内湾 を生じている.イ朱経紀

後期にはまた束部がi塗化して ， 南支那海の沿岸に海

水が侵入したに過ぎないが，その後期には更に泌退

陸化してボルネオや比島の一部が海水に汀されたに

過ぎない.そして白!J]î_紀末には陸水相がボルネオ南

部まて寸広がっ たのである.

ア ジ アでは Trigonioidacea が白亜紀に異状の

大発展をした . そのう ち で Trigonioides ， Plicatoｭ

unio , Nippoηonaza を特徴とする所訪 TPN フォー

ナは中国東北部や朝鮮 ・ 日本からラオ ス ・ 泰国や中

国東南部 ・ 西南部を経て逢か西方トルキスタンまで

中生代後期の造山術中に散在する山間盆地に広〈分

布しているが，最近の研究でそれら各地の種の聞に

は]é属程度の地方化が分明しつつある. しかし同紀後

期にはこのフォーナは衰退し Pseudohyridae が Ce ­

noman - Senonian にカスピ海地域から 君主古を東西に

横断し，中国東北部まで内陸の広大な低地常に Jよく

分布した.そして中生代末を限 り に Trigonioidacea

はその跡を断っている . 中国ではこの超科の先駆属

として保羅紀中期のDanlengiconcha Lu , 1978 が知

られているが，更に古い plicate unioid としてはベ

ト ナム北京都 Hongay 炭団地方の所謂レ チ ッ ク ， u長

いは三丑紀後期の Unio sp . が挙げられ る.

東アジアでは古生代後期の二枚貝としてモスコ一

期に僅かに北鮮や大同炭団地方から知られ， 二型:紀

後期に大興安街中音[1や東満山地などから十数般が知

られていて，家古地向斜の|量化を告げている .

高井は Lycopteridae を 2 亜科 4 属に分類したが，

そのうちで Lycoptera は EPhemeropsis ， Euestheria 

middendoポi などと共に熱河フォ ーナを形成して，

トラ ン スパイカルから外蒙古 ・ 中圏西北部-東北音[1

に拡がり，北朝鮮北西端の新義州、|に達していた.白

亜紀旧j切には Manchuηchthys ， 同新期には Sunga­

richthys の夫々一種が中国東北部に生き残っていた .

花井(1951 )は遼松平原下から産出した白斑紀貝形

類を記載L た .大l去油 田の発見に伴っ てこの中生j習

は中国の地質古生物学者によって突込んだ制査研究

が行われ，白 ~I~系下にイ朱羅系が，また上には古第三

系があ り，また白 rlE紀中に一時的に汽水性を呈する

とこ ろのあることも 判明している.この地の白 ~IE系

は細分され， 。 その時代決定に於いてはなお諸説が対
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立している .

上記の中生代非海楼動物群については説明の足ら

ないところが少なくないが，最近の111\著(日本と東

アジアの中生代非海成相の研究 ( 1 983) ， 地学雑誌，

92巻 2 - 3 号)に荷論しであるので， 細部に就いて

はこれを参照されたい.

表 2 日本と*アジアの中生代非梅成1Mとそのフォーナ

地 fi 1M 1(. ワ方 ーナ

時代 H 本 耳障 問 { 主袈化，j )

1量
Lom Sak 附

期

1'1 
中 jlp 股1M

制御所 illì 附 BanNaYo1M 

，~ ; 1; 附

紀
ii勀 脇 '1' 1M 
期ずi U) 1M Phu Phan 1M 

~<< 訂作1

i圭 '1. )L 1M 

更川生 斗ミk q。-h ,u H 、f* 即l
Phra Wihan 1M 
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紀 Phu Kradung 1M 締

}問 lfi iJ¥ 1M 大

f圭
Nan Phong 1M 

日l
pA-L t Huai Hin Lalll1 l 日

紀 期 i屯口肘
」ーーーー

これを要するに 1942年に小林・鈴木・高井は来ア

ジアの非海綾動物群中に 4 フォーナを識別した .そ

して 1942年に私は介甲自の論文中で，これを秋吉・

佐川 の 2 組としてその興亡が地殻変動に伴う古地理

古気候の変化と密接に関係していることを解明した .
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その後1973年にボルネオから白亜期末のカイエビ化

石を記載した|祭に介甲自の分類を再検討し， 1975年

には Maltsevo ， Kukitanga の 2 フォーナを加えてア

ジアの中生代介坪l 目を 6 フォ ーナに分けた(表 l 参

~\i) ，そして上記の非海成相の論文 ( 1 983) 中で東ア

ジアの非海成化石層の対比と時代を論じた(表 2 参

照 )

既述の如〈大同フォーナはアジア大陸の東南縁辺

音11に分布している， Iま尚フォーナも同様で与，特に大

陸外縁の造山帯に沿うて， トルキスタンから日本ま

で山間盆地に分布している.そしてこれら両フォ ー

ナは共に地方化 (endemism) が著しい.これに反し
て熱河 ・ 松花の両フォーナは中央アジアから蒙古を

経て後パイカルや遼松平原まで広大な内陸低地に分

布している.前2者が中生代前期・後期の摺曲帯の盆

地や内湾などに分布しているのに反して，両造山運動

に伴う大底盤侵入によって造山帯が造山後期に大き

な地背隆起をして，これと相反的にその背後に広大

な内陸低地を生じた.ここに分布する後者中特に介

甲自はこの内陸気候に適合して，熱河フォーナの

Euestheria middend01がは本自の大化の極限に達し

た これをアジアの大地質構造から見ると大凡内陸

の低地;Mr-と外縁の盆地列とが夫々蒙古造山帯と ，ヒ

7ラヤ・後ヒマラヤ以来の周辺造山常に対応してい

る .其の問に東洋のヘテ ローゲンがある.蒙古造山

帯は二位紀後期には|塗化するので，中生代にはヘテ

ローゲンが被雑な経過を辿って内陸 fftlJから構成され

る.そして中生代後期にはその大部分が陸地となっ

たことが非海成相のフォーナによって証明されてい

る . その閉め大陸の生長の機巧を如何ように説明さ

れようとも，これが地質学的・古生物学的事実に基

〈東盛の中生代地史である.
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|提言 l 東大所蔵新生代化石タイプ目録と

Catalogue of Type-Specimens of Fossils in Japan 

東京大学総合研究資料館標本資料報告第 9 号と

して Catalogue of Type an<;l Illustrated Speciｭ

mens in the Department of Historical Geology 

and Palaeontology of the University Museum , 

University of Tokyo, Part 2, Cenozoic Fossils 
and Recent Specimens by Takeo ICHlKA WA , 

1983 が出版された . そのうちには Naumann の象化

石 ( 1 88 1 ) を最古とし ，行方不明のものも含めて，

11 ， 27 1 点が著者のABC Ii頃 ， そ し て論文の年代) 1頂

に配列されたリストがあり， 540 頁の約 7 l!fIJ を収め

ている その後に分類)1慣の極名索号|があるが，その

約 8 ílilJ を軟体動物が占めていて，次は脊椎動物化石

の13 . 23%で，植物化石は僅か 8 点に過ぎないこ

の彪大な介化石中には横山の諸論文中 ，地質調査所

出版物中の台湾 ・ 能登 ・ 土佐 ・ 雨樺太産のものを除

〈タイプも登録されている.

本巻に先き立って 1978年に Part I として Mojsiso­

vics (1888) の三登紀化石を初めとする中古生代化石編 ，

標本資料報告，第 2号を市 II J と速水格が編纂した.

そして現在それらの補iiZ を準備中とのことである.

化石は古生物学の根本資料であって ，如何によく

記載 ・ 図示した論文であっても，学聞の進歩 ・ 研究

法の開拓，新資料の蒐集などによ っ て疑問を生じ，

原品再検討なしに解決 し難い場合を生ずる.現実に

内外から特定のタイプを調べるために資料官官を訪れ

る専門家が憎 しつつあり， Ilí二年は虚行豪雨京地質古

生物研究所副所長が日本滞在の半分を í'iIJ ，、て 1 ヶ月

を本館で費さ れたのであ っ た .

タイプ標本は永久に保存されねばならないと同時

に，カタログによってその所在を明かにしておかね

ばならない .所蔵標本のカタログ出版には我国に於

いても一世紀の歴史がある.東大創立前の工部大

学の鉱物 ・ 岩石・化石 ・ 模型目標(1880) がその発

端であ っ て， 1881-84の間に東大理学部博物館の鉱

物 ・化石 ・ 1也 史 ・ 岩石等の標本目録が相継いで干IJ行

された ± その後永らく頓挫していたが， 11百平日初期に

タイプを含む地史古生物桜本の リ ストが作成され，

その後U!:l手IJ"1' J引の疎開で一位i1Ul し た根本 'I 't:'j にタ
イ プに重点を置いて再強理が行われた . 総合研究資
料館が出来て愈々本格的なカタログ作成の作業が笑

• j也学雑誌， vol. 88, no. 1 (829), 53・55 頁， 1979参附.

十
小

企
q 貞

Uむさ iL ， その労作の結品と し て上記の 2 ;をが結尖し

たのである . 仙台では地質学古生物学教室所蔵襟本

を矢音JI時代に内外の別なく分類似にカードで慾理~し

ていた.それにはそれとして研究上似利な点もある

が，兎も角も所政襟本の整理 ・ 保存とタイプカタロ

ク'の純d'lliç ' 出版 という museum work と University

Museum の設出と には表袋一体の関係がある.それ

故北海道・京北・ 京者JI ・ 1 L"1+! などの古い大学で率先

して所政根本のカタロ 7 日比 L 、はタイプ楳本のカタロ

グを出 )~ri して 1'tいたいものである .

.全国的な立場ーでは日本古生物学会の25周年記念出

版物として，半沢 . i Q!J!J ' 高井縦の Catalogue of 

Type-Specimens of Fossils in Japan , 422頁， 1961 

が出版されている . これは原品について各制にチェ

ックされていないが， 1888 -1960年 9 月までの5856

極が収録され ， 大部分のタイプグ〉所者1"が記入されて

いる . そして本料から当 H寺はタイフ"が北大 ・ 東北大

. 京大・東京教育大・京大・九大. t也賀郡tí住所 ・ 斎

藤報恩会博物館等に所i践していた事が半IJ る.これ

より先き昭和24ij三 (1 949 ) の新制伎の大学教育が発

足して多数の大学で地位学が教授され，また地史学:

古生物学の研究が行われ，その結栄諸大学の紀要類

に成栄を発表される こ とも少なくないので， うに-等の

論文を沙猟するだけでも ー苦労で，古生物学会の

Special Papers としてはほ了 10 ij三おきに出版されて

来た Bibliography が救主であった 大学のみなら

ず ，科学科J物館l も各地に出米，出版物も I.U i' Lぱ ， 特l:

本も所蔵し ， そのうちにはタイフ・もあるであろう .

こ れは [:1 本古生物学界の発反としてまことに喜ばし

いことではあるが，国内のタイ 71仁平l の仇:存上て"は

問題も あ ろうし，カタログの作成上では非常に'，'J- の

折れる状態とな っ ている.そして うた-れだけにカタロ

グの必要'Jt も向 く な っ ているのである ー 所蔵タイプ

がカタロ グに以蝕され，タイプを剥べに米る人のあ

ることは，タイプの永久似存の必要刊ー を curator に

実感させ，これを災脱するのに最も効米的て'あろう .

化石が古生物学:の似本資料であリ ， JVi学はその上

に築かれているのであるから日本古生物学会が25周

年記念にそれまてイケ世紀JHJの国内のタイプカタ ロ

グを出版したのは，会の記念4]品業としてまことにふ

さわしい 4;:;!/~であ っ た. JJLどiーの日本古生物学界では

その必要t'J ーが・ 'JM~':j くな っ ている . それといl時にそ
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の作業は性! 日11ーになって米ている . これを放出すれば それが永続されるかとうかの重要な l岐路に立ってい
凶仰さは l時と共に附すばかりである . 4 ニド世紀 を l るのである .
1UJ としてド|内のタイプ化行のカタロクの作成を H 本

古生物学会として取」ーげるかどうかは ， 収不1:将さに

勺一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回

秋山雅彦 生命の誕生一先カンブリア時代・ヵ

ンブリア紀. 双書地球の歴史 1 ， A 5 版， 153 p. , 

共立出版， 1 984年 5 月， 1300円.

全 7 巻の構想で企画された「双書地球の歴史j の

第 l 巻と して本警が出版された. t也殺を形成する機

構に |期する新学説の台頭により ，旧来の地史の教科

書は急速に書き改められつつあるが ， 古い地球観か

ら新しい地球観へとどう変貌しようとしているのか，

その経緯も含めて，地史学の世界のおもしろさを本

双書が説いてくれるだろうと期待したい.

地球の歴史の幕開けからカンブリア紀までを矧当

する本書は世界最古の岩石南アフリカの先

カンプリア H寺代，“真核生物の出現・・多細胞生物の

出現..生物の進化と自然環境"の 7 主主立てにな っ

ている.表題からも明らかなように，本書では地球

の古代史が主として生命の発生以来の生物進化のす

じ道を中心に記述されている . 筆者が有機化学的手

法を古生物学に導入して活躍している人だけに，化

学進化，生命の起源， 初期生物の発生などについて，

年代記的記述法にこだわらず，分りやすく書いてあ

る点カ、良い.最終主主は，海水 ・ 大気組成の変遷と生

物とのかかわりをまとめて，公害問題にも一言 して

いる.巻末に生物分類階級表，地質年代・年代層序 ・

岩相層序区分，地質系統表が付ー表としておさめられ，

読者の理解を助ける.

この双書は高校上級， 主に大学教養部学生層を読

者対象に設定してい るというが，本書は十分にその

ねらいに応えたものといえよう ( YT )
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図書案内

モイートマスJ. A. ・マイルズ R. S. (岩井 保・制11

谷和海訳) : 古生代の魚類 . A 5 判， 295p., Ili 昼

社厚生問， 1981年， 4200 円.

〔主要内容〕緒論/頭叩綱/翼時l 綿u/線ffi.J， '11i綱/

硬骨魚:IE綱，条鰭干綱/硬骨魚~Ii綱， JIi~ ffi.J，下手岡/

板皮正綱/軟骨魚:lHI司， 板紙1、綱/軟'国魚 ' I U.綱，

全頭下綱/魚類の初期進化の要約.

モニン A. S ・ シイシュコフ Yu . A. ( 内嶋誓，兵1!M

訳) :気候の歴史 . A 5 半IJ ， 355p.，共立出版， 1982 

年， 6000同.

〔主要内容〕気候の形成 (気候形成因子，現代の

気候，地球の歴史 ， 大気圏と水閣の進化，地球 一

月システムのl弱l汐進化)/気候の歴史(先カンブ

リア時代，顕生代，新生代，更新世，完新世 ).

森1、 品 地史探訪 フォッサ7 グナの周辺. B 5 

宇IJ ， 213.，日本放送出版協会 ， 1979年， 3500円.

〔主要内容〕 山の語らい/ 川の流れ/海岸づたい

/化石の証言 .

〔寸言〕見聞きに l 件つ‘つ ，山や川，化石なと に

関するエンセイと解説 ， 豪華本 .

山 田常雄ほか編集 岩波生物学辞典 第 3 版. A 5 

判， 349p.，岩波書店， 1983年， 6800円.

〔寸言〕第 2 版は 1977年に出版されたが，それに

比し新収項目約750 ，務理項目 500 ，記述改訂3000

項目に及ぶ.第 2 )坂を基礎と し つつ八杉克一 ・小

関治男 ・古谷雅樹・日 高敏隆が責任編集.古生物学

分野でも少なからぬ増宇ilìや更改がなされた

八杉竜一編. 進化 Sdence Illustrated 14. A 4 

判， 128 p.，日経サイエンス社， 1982年， 2400円.

〔主要内容〕序章/ダー ウィンの進化論/生物界

の大きな進化/極の生活と適応/分子進化/ ダー

ウィン以外の進化論/進化学説一覧 .

〔寸言〕雑誌サイエンス掲載論文中より主要テ-

7に関する図をカラーで引用解説 化石関係もか

な り 含まれる

ロシキンほか (金光不二夫訳編 ) : マンモスと恐竜

の世紀 動物界の謎 B6 判， 222p " 文一総合出

版 ， 1 978年， 900円 .

〔主要内容〕マ ン モ スは今も生きている/絶滅の

1) Some popular books on paleontology (3) 
2) Ikuwo Obata 国立科学博物館地学研究部
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古生物図書ガイド (3) 1) 

白
日ヨ 生有日

謎をめぐって/?ンモスと旧石器人/いつなぜ恐

竜は絶滅したか/ ネッシーそれは恐竜の生き残り

SF 小説ほか

荒俣宏: 大博物学時代 . A 5 変形判， 360p.，工作

合 ， 1 982年， 3200円.

〔主要内容) 15人の夢見る博物学者たち/不連続

線上の系譜学/自然創造史/博物学の第一世代/

間奏曲を聞きながら/自然、史の底/博物学の黄金

、 H寺代/ ターウィン進化論をめぐって/なぜひとつ

になれないのか?

〔寸言〕自然史の論理体系と背景に ， S F 的手法

で迫る.雑誌「遊」 に連載したものを骨子とする .

古生物学者もま場.

カール ・ セーカン (長町 敬訳) エデンの恐竜一知

能の源流をたずねて一 . B 6 判 ， 297p.，ヲ号制社，

1978年， 1 200円

〔主要内容〕宇宙のカレンダー/遺伝子と脳/脳

と馬車/比憾とし てのエテン/動物の抽象能力/

ほのH音きエデンの物語/恋人たちと鉦人たち/脳

の未来の進化/知とし、う宿命

〔寸言〕非常に科学的.絶滅動物も Ef場.

カーリントン(内藤初穂 ・ 真城正明訳) :失われた

動物 . B 6 4ヰJ， 270p.，図書出版社， 1978年， 1200 

円.

〔主要内谷〕伝説の背後にあるもの/石の聖書/

過去を現在につなぐ生物たち/死にたえてゆく極

族.

クリストファー. G . ' ジエイ ナ ス (宇宙道夫訳) : 

消えた北京原人 B6 判， 273p. ， 白金書房， 1976 
年 .

〔主要内容〕発見と消失/中国へ/アメ リ カ政府

/ふたたびアジアへ.

高橋 徹: 明石原人の発見. 聞き 書き直良信夫伝 .

B6 版 ， 263p. ， 朝日新聞社， 1977年 ， 880円.

〔主要内容〕生いたちの記/苦学時代メ不思議な

運命/化石人質ーの発見/信 じるのはただ一人/薄

幸の化石入管/明石の日本181 人と命名される/葛

生原人の発見/直良博士誕生/再評価さ れる直良

の旧石器学
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一
比
同
一

一
報
一

一
議
一

一
会A

一

一
際
一

一
国
一 国際シンポジウム「白E系の階の境界」に参加して 1 )

松本達郎2) ・ 平野弘道3)

1983 年 1 0 月 17 日か ら 2 1 日まで 5 日間の会期で

上記シンポジウムが， デンマーク国コペンハーゲン

大学地史学古生物学教室で開催され， 日本からは私

たち 2 人が参加した . 今までの白亜紀の研究史の中

に一時期を画する極めて重要な研究集会ということ

ができるので，ここにその概要を紹介し，若干の論

評を添える .

経過と目的
このシンポジウムは， IUGS 層{立学委員会白亜系

層位学ノl、委員会の主催で， コ ペンハーゲ ンの組織委
員会で準備 ・運営され，同大学地史学古生物学教室

で開催された.
上記小委員会では 1976 年シドニーでの再建以来，

上記教室の Tove Birkelund教授委員長のもとで活
発に活動が続けられてきた . とくに白亜系の階なら

びに階の境界の定義を，その模式地を選定して決め
ることをおもな目的として，時代大別の 3 つのワー

キングクeループ(WG)を設け作業を進めるとともに，

地域的 WG もいくつかできて ， この作業に協力して
きた.その過程において，コペンハーゲン，ウプサ
ラ，ミュンスター， パリ ー ， ミュンへンなどでコロ

キウムや実地検討会も実施されてきた.
日本国内でもこの動きに呼応して， 1977 年に白亜

紀研究グループが発足し ， 1 978 年か ら 1980 年には
総研(AlI白亜系の国際対比に関する総合研究(代表
者:高柳洋吉) J が実施され， 相当の成果を挙げてき
た . また ， 1983 年 l 月からは日本古生物学会に白亜
紀研究小委員会が付置され，設立と同時に今回のシ
ンポジウムに向けて具体的な準備の研究集会が実施

された .

1983 年 5 月 l 日締切でコペンハーゲンの組織委
員会に提出 された講演要旨(制限 l 論文 5 p . ) は印
刷 ・ 製本されて ， 8 月中に参加予定者に予め郵送さ
れた . これは実りのある討論を進めるのに大いに役

" Report of the Symposium on the Cretaceous Stage 
Boundaries. Copenhagen, 1983 

引 Tatsuro Matsumoto 九州大学型学部地t'c学教室仏
付 または西南学院大学学術研究所

別 Hiromichi Hirano 早焔聞大学教訂正f:部地ザ教家

立った .

シンポジウム

今まで 7 年間の作業中にも ， 得られた成果は諸学

術誌上に公表され， 時には集約した出版物も 出た .

これらを受け継いで， 今回はさらに 61 の論文が要旨

集にも提出され，参加者(予定者を含め) 24 ヶ国 106

人で， 文字どおりの国際シンポジウムであったが，

ソ連は全員欠席という残念な面もあった.

以下には日程を追ってプログラムを記す. 欠席者

(取り消し)分は，要旨集にあるので一応列挙し ， (欠

席)と記しておく . その論文が本印刷されるかどう

かはよくわからない.

10 月 1 7 日(月) 15.00-18.00 地史学古生物学
教室で参加者の登録および座長予定者の運営会議 .

1 8 時か ら郊外のカールスパーグ ・ ビー Jレ会社でビ

ア ・ パーティが開催された . 経費は同社の負担で，

Birkelund教授から同社が科学研究基金や奨学金を
通じて科学研究に著しい貢献を過去 100 年にわたっ

て続けてきたことが紹介される . 参加者一同大いに

感嘆し，今後はビールはカ ールスパーグと肝に銘じ

た . Birkelund教授の夫君も参加し， 案内したり出席
者を送り届けたりの大活躍をしたのが皆の印象に

残った.

1 0 月 18 日(火) 9 時まで登録継続， 9 時から幹事
役の F. Surlyk 博士により開会が宣せられ， 講演に

あたってのいくつかの注意事項が示された. 次いで

Birkelund委員長の基調報告を皮切りに， 本格的に

講演が始まった . 9.10-9.30 Tove Birkelund 

Setting the stage and drawing the line. 9.30-
10.00 'W.A. Cobban: Mid-Cretaceous ammonite 

zones, Western Inter ior , United States. 北米西部
内陸で 40 余年にわたって着実に研究を続けてきた

Cobban 博士 の 招待講演で， 特に Cenomanian/

Turonian 境界についての良いサクセッションが示

された . 開会したばかりのせいか， スライド係の仕

事が円滑でなく ， 大半のスライドは午後上映となっ

てしまった . 休憩を経て 10.30 からは Geochronolo ­
gy & Magnetostratigraphy 部門が始まった. 座長

は R.G. Bromley 博士で，講演は以下の 3 件.
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G.S. Odin: Numerical age of the Cretaceous 

stage boundaries. 

].F. Lerbekmo & H. Baadsgaard: Magnetostratiｭ

graphy, biostratigraphy and geochronology of 
the Maastrichtian/Pal巴ocene and Campanian/ 

Maastrichtian boundaries in Alberta and 

Saskatchewan, Canada. 
]. Haggart, P. Ward & K. Verosub: The Sanｭ
tonian/Campanian boundary in Califomia: Inｭ

tegration of biostratigraphy and magnetostratiｭ

graphy 

35 分間の討論を経て昼食. 同教室の一室が食堂と

なり ， デンマーク名物のバイキング形式オープンサ

ン ドイツチ料理が山のように各種多数用意される .

会費は Dkr. 50 だか ら ， 信じられぬ程安い
午後は 13.30 より 17.00 まで 2 つの会合が並行し

て実施された. すなわち，第 l 会場は Pre-Albian
stage boundaries で P.F. Rawson & ]. Remane 両

博士が座長で次の 9 講演.

Ph. ]. Hoedemaeker: Contribution to the discus 

sion of the stratigraphic position of the Valan・

riasian/Valanginian boundary. 

Ph. ]. Hoedemaeker: Contribution to the discusｭ

sion of the stratigraphic position of th巴 Valarト
ginian/Hauterivian bounda;y 

P. F. Rawson: The Hauterivian/Barremian stage 

boundary. 

K. BO J;"za, V. Gasparikova ,. ] . Michalik , ]. 
Salaj & Z. Vasicek: A detailed macro-and 
microbiostratigraphy of the Hauterivian/Barｭ

remian boundary beds in Krizna Nappe of 

Strazovske Vrchy Mts. , W. Carpathians. 
T. N. Bogdanova , S. V. Lobacheva & V.' A 

Prozorovsky: The Barremian/ Aptian Stage 

boundary (欠席).

P.F. Rawson: The Speeton Clay stratotype as 

a regional standard. 

B. N. Fletcher: Lower Cretaceous foraminifera 

(Barremian to Ryazanian) at stage boundaries : 

A biostratigraphical study of a southern North 

Sea Borehole and the type Speeton Clay secｭ

tlOn 

]. Salaj : Foraminifera and detailed microbiostraｭ

tigraphy of boundary beds of Lower Cretaceous 

stages in the Tunisian Atlas 

Ph. ]. Hoedemaeker: Attempt at a Tethyanｭ

Boreal correlation of the Berriasian/Valanｭ

ginian boundary 

第 2 会場は Coniacian/Maastrichtian Stage 
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Boundaries で， F. Schmid , F. Surlyk 両博士を座長

として次の 11 講演があった .

M. Neumann: The Santonian/Campanian and 

Campanian/Maastrichtian boundaries in northｭ

ern Aquitaine (Champagne Charentaise and 

Dordogne). 

M. Neumann ・ The Campanian in the stratotype 

area 

W. ]. Kennedy: Ammonite faunas and the 'stanｭ

dard zones' of the Turonian to Campanian 

stratotype areas of westem France. 

F. Robaszynski: The Maastrichtian/Campanian 

boundary in the chalky facies near the type-

Maastrichtian area. 

B. Pomerol: The corr巴lation of the Turonian/ 

Senonian boundary in the Senonian stratotype 

area and in southern England 

I. ]arvis, A. Gale & c. Clayton: Stratigraphy of 
the section for the Upper Cretaceous White 

Chalk of NW  Germany (Coniacian to Maastriｭ

chtian) at L�gerdorf-Kronsmoor-Hemmoor 

H. Bailey , A. Gale, R. Mortimore, A. Swieciｭ

cki & C. Wood: Criteria for defining the Coniaｭ

cian to Maastrichtian Stage boundaries in Engｭ

land. 

F. Surlyk: The Maastrichtian Stage in NW  Euｭ

rope , and its brachiopod zonation. 

W. K. Christensen: The mid to Upper Cretaceous 

of southern Scandinavia. 

]. W. Verbeek: The calcareous nannofossils from 

the Campanian and Maastrichtian rocks of 

southern Limburg (The Netherlands) and the 

adjacent Belgian area. 

D. P. Naidin: Upper Cretaceous zonation of the 

European palaeobiogeographical region (欠席) .

夜は， 世界各地から集まったアンモナイト類研究

者 17 名が市北部にある Birkelund 教授邸での晩餐

会に招待された. 極めて和やかでかつ盛大なパー

ティであった .

10 月 19 日(羽 9 .00 に開会 され， 午前中 は Creta­

ceous Stage Boundaries and Micro-and Nanｭ

nofossils のテーマで M. B. Hart 博士を座長として

次の 3 件の講演があった.

M. B. Hart: The microfaunal recognition of 

Cretaceous stage boundaries in the United 

Kingdom succ巴ssion.

P. Marks: Proposal for the recognition of boundｭ

an巴s between Cretaceous stages by means of 

planktonic foraminiferal biostratigraphy. 
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K. Perch-Nielsen: R巴cognition of Cretac巴ous

stage boundaries by means of coccoliths 

休憩をはさんで次のテーマは Integrated Cretaｭ

ceous stratigraphy で， P. Ward 博士を座長と し て

次の 3 講演があった.

]. P. Bujak , W. G. E. Caldwell & A. McGuan: 
Canadian Cretaceous stages: Western Interior, 

North-West territories, Yukon and Arctic 

A. McGuan: Cretaceous stages: east and west 

coast of Canada 

]. M. Hancock: Principles and some proposals 

for the definition of stages in the Upper Creta-

ceous. 

午後は次の 2 会場に別れて並行実施された .

第 l 会場 : Albian-Turonian Stage Boundaries 

で座長は F. Robaszynski , ]. M. I-l ancock 両博士.

講演は次の通り .

F. Robaszynski: The Albian , Cenomanian and 

Turonian stages and their type-regions with 

data on their boundaries. 

G. Ernst & c. ]. Wood: Turonian Stage and 
Substage boundaries in the Pl舅erkalk Formaｭ

tion of Low巴r Saxony (Germany). 

H. G. Owen: The Albian Stage. 

1. ]arvis & B. A. Tocher: The Cenomanian/ 

Turonian boundary in SE Devon , England. 

R. Marcinowski & A. Radwanski: Basic probｭ

lems in biostratigraphic subdivision of the mid 

Cretaceous sequence developed on the central 

PoIish uplands. 

F. A. Middlemiss: Cretaceous terebratulid ev巴nts

and their relation to the stage boundaries 

L. F. Kopaevich: The Cenomanian/Turonian 

boundary in the Aksyirrau section , Manguｭ

shlak (欠席) .
F. Robaszynski 博士が従来の階の定義および模

式地を変更する案を示したのに対して ， かなり 強硬

な反対論が出た . こ の段階ではまだ長い歴史を持つ
ものは簡単に変えるべき でない という主張が多かっ

た. また ， 微化石の多くは従来の模式地で十分にそ

の range を確認できると い う意見も示された .

第 2 会場 : Coniacian/Maastrichtian Stage 

Boundaries で F. Schmid, P. Marks. F. Surlyk 3 

博士を座長 とし て次の 11 講演があった .

S. U. Hultberg, B. A. Malmgren & G. Gard: 

Integrated microplankton stratigraphy of Upｭ

per Maastrichtian sections in Scandinavia 

based on census data 

N. -A. M�ner: The Santonian/Campanian 
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Boundary; pa leomagnetism, sea level changes, 

biostratigraphy and sedimentology in SE Sweｭ

den 

N. V. Benjamovsky & L. F. Kopaevich.: Foramiｭ
nifera-based subdivision of Upper Cretaceous 

sediments of the eastern part of the European 

palaeobiogeographic region (欠席).

]. K. Lentin & ]. P. Bujak: Palynological zona-

tion of the Cretaceous of Canada 

M. A. Lamolda & F. Proto・Decima: Microｭ

palaeontological characteristics of the Turoｭ

nian-Coniacian boundary in the EstereIIa Basin 

(Basque Country) 

J. Salaj & A. -L. Maamouri: Campanian/Maｭ

astrichtian boundary in the Tethyan region , 

based on planktic foraminifers (Kat Ez Zerｭ

belia -El Haria and Dj. Fguira Salah, Tunisia). 
A. Flexer & A. Honigstein: Biostratigraphy, 

lithostratigraphy and sea level changes of the 

Senonian section in IsraeI. 

T. D. Zonova: Santonian/Campanian boundary 

in the Pacific Realm within USSR based on 

lnoceramus ( 欠席 ) .

P. D. Ward & ]. Wiedmann: The Maastrichtian 

ammonite succession at Zumaya , Spain 

N. -A. Mりrner: The Cretaceous/Tertiary boundｭ

ary in Stevns Klint; paleomagnetism, sedimenｭ

tology , biostratigraphy and age of the boundｭ

aη人

A. Polsak: Sur la limite Cretac�/Tertiaire dans 

les Dinarides de la Y ougoslavie 

両会場とも定刻 17 時を守っ て終了し， 17.30 より

1 時間白亜紀小委員会の事務的会議があ った(地質

学雑誌ニ ュ ー ス欄の報告参照) .

10 月 20 日(木)午前中は The Cretaceous of the 

Pacific. the Atlantic and Asia で， W. A. Cobban 

博士を座長として次の 4 講演，休憩を経て B. Poｭ

merol 博士を座長として 2 講演. 但し欠席分は討論

の時間にあてられた .

P. Ward &]. Haggart: Towards a province-wide 

moIluscan zonation of the Upper Cretac巴ous of 

Western North America. 

T. Matsumoto: The so-caIIed Turonian/Conia-

cian boundary in ]apan 

H. Hirano ・ Cenomanian and Turonian biostratiｭ

graphy of the Oyubari area , central Hokkaido, 

]apan - an example of off-shore facies of 

Northern Pacific. 

Hao Yichun: On the Lower-Upper Cretaceous 
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and Cretaceous-Tertiary boundaries in China 

D. P. Naidin: The Upper Cretaceous stage 

boundaries of th巴 east part of the European 

palaeobiogeographic region (欠席).

P. Cotillon: Tethys-wide correlations based upon 

climatic sedimentary cycles. An attempt with 

early Cretaceous pelagic series in Gulf of 

Mexico (sites 535, 540, D.S.D.P.), eastern cenｭ

tral Atlantic (site 534, D.S.D.P.) and Vocontian 

Basin (Subalpine Ranges, France S-E) 

昼食を経て午後は F. Robaszynski , J. M. Hanｭ

cock 両博 士のもと で， Albian/Turonian Stage 

Boundaries と して次の 6 講演があった.

P. -Y. Berthou: Les limites et subdivisions des 

騁ages Albien � Turonien dans le Bassin occiｭ
dental Portugais avec un int吾rêt sp馗ial pour 

la limite C吾nomanien-Turonien dans 1巴s deux 

facies: A ammonites (Vascoceratides) ou � 
rudistes. 

1. Bodrogi, G. Császár, A. Horvath & M. ]uhasz : 
The Alb_ian/Cenomanian boundary in the 

Transdanubian Central Range (Hungary). 

P. Bengtson: The Cenomanian/Turonian am. 

monite succession of Sergipe, Brazil, and the 
question of the stage boundary. 

1. Machado-Brito: The Upper Lower Cretaceous 

in Brazil , its divisions and boundaries. 
E. Seibertz: The NW-E¥lropean lnoceramus bioｭ

zonation in NE-Mexican standard sections: A 

key to define worldwide the Turonian/Coniaｭ

cian stage boundary. 

K. Ayyasami & R. K. Banerji: The Cenomanian/ 

Turonian transition' in the Cretaceous of south. 

ern India. 
アンモナイト類の地理区による分化が問題とされ，

浮遊性微化石を index としてもっと活用すべ きで

あるという意見が多く 出され，引 き続き討論をする

こととなった. また ， この日までの講演と討論で主

要な提案や問題点が一通り明 らかとなった. そこで，

午後の休憩の後は時代により 3 会場に分かれて， よ

り詳しく議論がなされた.

19 時からは コ ペンハーゲ ン市の中央部にある大
学本部の古風だが立派な会場で夕食会が開催された.

ここでも真夜中近 くま でお互いの交流がはかられた .

本シンポジウムの目的が明確で， 参加者の関心が一

致しているために， 数人集まればす ぐにあのさつ抜
きで具体的な討論となるのが極めて印象的であった .

10 月 21 日 幽 午前中は， Pre.Albian , Mid-Creｭ

taceous, Coniacian/Maastrichtian の 3 会場に分
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かれ包 各階の定義と模式地について具体的に討論さ

れた . 参加者の関心が 2 会場にわたる場合もあり ，

Tea-time をはさんで皆|亡 しく会場を行き来した. 筆

者 らが参加した Mid-Cretaceous の会場では， ["心 を

広 く 持って，必要があれば従来の模式地も変更しよ
う j と呼びかけがあり ， ナショナ リ ズムを払拭して純

学問的に考えるよう皆努め， また ， ["分類群を異にす

る専門家聞に偏見があってはな ら な いJ という点も

留意して進め られ， 多くの新しい提案があった .

午後再び一堂に会して ， 3 会場で提起された化石

帯又は示帯化石種と模式地が黒板に列挙され， 全員

でそれらの妥当性について討論し修正を施した . 黒

板上の英文の走り書きは日本人には大変読みづらし

また世界の白亜系のすべてのセ クションに精通して

いる訳でもないので， やや不完全ではあるが提案さ

れた内容を表に記す(Table 1). 尚 これらは次回モ ス

ク ワでの集会(IGC 1985 年) 以降に ， 新しい委員会の

組織の もとで継続審議される こ とになっている .

成果と課題

今回のシンポジ ウムで発表された論文は， 2 つの

群に大別して論文集として印制公表される予定であ

り ， すでに 1983 年 12 月 1 日締切で原稿が集められ

た . 第 l 群はシ ンポジウムの主題たる 白亜系の階境

界に直接関係した論文集で，これは Bull. Geol. Soc. 
Denmark に ， 第 2 群は， 主題に間接的には関係する

が， いずれかというと地域層序学的その他一般的な

も ので， これは Cretaceous Research 誌上に掲載さ

れる .

本格的な論評は， これ ら の出版物を読んでか ら な
される べきであるが， ここにはシンポジウムに参加

した際の所感を， 学問的の項目 に分けて記し ， 各位
の参考に供したい.

1. index species の地理的分布

Pandemic な種を選ぶことが念頭に置かれていた

が， 結果は殆んど欧州に主たる分布を持つ種となっ

た . 筆者 ら はより pandemic な穫を選ぶよう主張し
てきたし， カリ フ ォル ニ ア大学デー ビス校の P.

Ward 博士は太平洋地区には独自の模式地を公認す

るよう主張した . また ， ロンドン大学の ]. M. Han. 

cock 博士 ら は， このシ ンポジウムの中心的人物の I

人としてこの点に大変気を配っていた. オ ッ クス

フォ ード大学の W. ]. Kennedy 博士は会期中 に ，

「新しい階を定義する種と模式地の条件」をプ リ ン 卜
して皆に配った . ここでも pandemic な種の採択が

主張された . しかし ， 大英自然史博物館の H.Owen

博士， ハノ ←パ一地質調査所の F. Schmid 博士ら

は， それは望ましいことではあるが現実に不可能と

し， 模式地か ら飛び石的に 日本や北米西海岸まで対



化 1Î 35 (1984) 

Table 1. Proposed index species and localities of type sections to define the base 
or basal zone of a stage 

Stage lndex species 

1. Belemnitella laγzceolata T 

Maastrichtian 2. Pac均discus neubeγ-gi，印sT

3. Clobotγuncanita carcarata ! 

1. Aspidolithus μrcus T 

Proposed locality 

Kronsmoor, NW. Germany 
Zumaya , NW. Spain 

El Keff, Tunisia 

B巴aumont， SW. France 
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2. Coηioteuthis granulataquadγ.ata T 

Campanian 3. Submortoniceras s仰向 T

Lägerdorf, N. Germany + Seaford Head , England 

Chico Creek , California 
4. Bolivinoides stl1ngillatus 

5. Clobotruncana arca T Djebel Fguira Salah, Tunisia 

1. lnoc. (Plaかceramus) siccensis T Djebel Fguira Salah, Tunisia 

Santonian 2. よ undulatoPlicatus T 

3. Texanites spp. T 

SE. England +Olazagutia, N. Spain 
Djebel Fguira Salah, Tunisia 

Coniacian 

Turonian 

Cenomanian 

Albian 

Aptian 

Barremian 

Hauterivian 

Valanginian 

Berriasian 

1. Forrestena (Harleites) μtrocone河sis T Bfezno , Czekoslovakia 

2. lnoc. waltersdoげをnsis hannoverensis • Salder, N. Germany 

1. Pseudaspidoceras flexuosum • 

2 よ (Mytiloides) rnytiloides • 

Calvert Canyon or Chispa, Texas 

[watznMUGscolomdoenm T 
Neocardioceras juddi • Calvert Canyon or Chispa , Texas 

4. Rotalipora cusll1nani • 

1. Neoslliη'goceras carcitanensis T Bakonynara, N. Tunisia 
2. Plan01nali叩 bu.xtorfi ! Djebel Fguira Salah, Tunisia 

1. Lyrneriella schrammeni T Vöhrum, Germany 
2. Prediscos�haera columnata T 

1. Prodeshay，ぬ;ites T Vocontian, SE. France; Georgia, USSR 

1. Holcodiscus + Pulchellia T, Pseudoth • V ocontian , France 

2. Pseudothurmannia • Carpathians 

1. Acanthodiscus radialus i Vocontian, SE. France 

1. Thu円河annzceras 010ρeta T Miravetes, SE. France 

2. Beriaゐella calli.sto T Caravaca , Spain 

T First appearance of the species • Extinction of the species 

1 , 2 は第 1 3長，第 2 3突の意味
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比を繰り返していくか， 遠隔地で使えてかつ模式地

でも出る副次的な種を捜して利用せよとの考えで

あった. 環太平洋・ アジア地区では， 日本とカリフォ

ルニア周辺が抜群に詳しく研究されている . しかし ，

未研究・研究途上の地域が多数あり ， 今後「新しい定

義j を基礎にしてどう対比を進めていくかが重要な

課題となるであろう .

2 . 模式地の選定

模式地としては少なくとも次の条件が満たされな

ければな ら ないであろう . • a. 既に十分詳しく研

究・報告され， 議論が尽されていること ， b. 世界

のどこからでも容易に訪問できること ， c. 大型化

石 ・ 微化石共によく産すること ， d. 完全なサク

セッションを示していること ， である . 欧州の旧来

の模式地の多くは， 不整合やハイアタスの存在， 頻

繁な hard ground の介在が既に明らかとなり ， d の

条件を満たさない. しかし ， 今回提案された中のチュ

ニジアなどは， 著しく遠隔でかつ場合によっては現

地での研究活動が制限されるという問題がある . ま

た西欧や北米以外の地の現地事情は日本では一般に

はほとんど知られていない. このように ， これ らの

候補地は条件不備である . しかし今後は海外の研究

者の報告を待つという消極的態度でな く ， むしろ日

本から学術調査団 を派遣すべきであろう . 日本の中

堅 ・ 若手研究者の奮起が求められよう .

3 . 大型化石と微化石

今回提案された index species は ， 大型 ・微化石の

両方が含まれている . 野外討論会の場です ぐ結論が

出せる大型化石だけにすべきであると ， ウプサラ大

学の P. Bengtson 博士が提案して， 微化石研究者か

らむしろ微化石の方が pandemic species が多 く ， 交

換も容易であると大反撃を受けた. 今回提案された

種のうち ， 例えば Cenomanian/Turonian の，ベ/レ

ギー ・ モンス工科大学の F. Robasz ynski 博士によ

り提案された Rotalφora cushmani の消滅の場合は，

日本でも認められており ， 欧州ではアンモナイト化

石帯との関係も詳しくわかっている . すべての m­

dex species について ， この大型化石 ・微化石の対比

が十分でないと ， 今後分類群の数だけの、階H が勝

手に動き出すことになる . この点に関して， 圏内的

には白亜紀委員会でかねてより検討中であり ， 今後

も研究集会を重ねていく予定であるが， 国際的には

今一つ釈然としない場合が少な〈ない.

4 . 放射年代 ・ 古地磁気層序との関係

海生無脊椎動物の拡散速度は， 一般に地質学的時

間尺度から見た場合， 一瞬のものであると信じられ

ている . 事実そういう場合もあるかも知れないが，

地質学的時間尺度の精度の向上が限りな く 要求され

ていることから，原理の異なる方法でチェックが繰
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り返しなされねばなるまい. 今回のシンポジウムで

は ， 放射年代の現在の精度は化石層序のそれより優

れてはいないとみなされている . しかしサントニア

ン ・ カ ンパニアン境界に関し ， 古地磁気!冒序が利用

された実例も示された . 今後一層の連携的研究が求

められている .

5. 古生物学的問題

プリマス工科大学の M. B. Hart 博士が， assemｭ

blage で定義すると ， facies が異なる場合， 無理・矛
盾が生じるので単一種で定義すべきだと主張した.

一理あることではある . しかし単一種で定義しでも

faci es との関連で生じる問題は解決されない. index 

speci es の系統発生と古生態を中心とした詳しい研

究が継続的になされねばなるまい

この他にも問題は多数あるが， ここではシンポジ

ウムの様子を紹介することが目的であるので別の機

会にゆずりたい. いずれにせよ ， 多数の分類群にか

かわり，放射年代や古地舷気層序とも重要な関係が

あり，全世界的な取り決めの問題であるので， 今後

の成り行きには関連ある多数の方々に注意していた

だきたい. また積極的に参加して， 日本の立場から ，

アジア ・ 環太平洋の古生物地理区の立場から ， どん

どん発言 していただくことを期待してむすびとした
し 3
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化石通信

はじめに

岩手県立博物館は盛岡市の北部に位遣し，国鉄盛

|吋駅から北北京へ直線E凶ff で約 6 km離れた松園ニュ
しじゅうし

ータウンの凶端， 1些|イ ιIEÐ 公園内に訟置されている .

北西方には岩手山が袋え，眼下ーには北上川に建設さ

れた山十山田ダムによる人造品I1が望まれる.

近年，物質的豊かさに加えて，精神的・文化的盟

かさを追求する公五Kが全国的に高まってきた中で，

岩手県にも県立博物館を建設する Wi:tt!が立てられ，

ì\f;備に 8 i!三ヵ、資されて昭和55年 10月 5 日に岩手県防3)

は開館した.岩手県博は歴史博物館という悦絡を主

体とし，これに地質 ・ 古生物・動物・植物など自然

f~l境に関する資本|を加え，さらには美術館の機能も

あわせもつ総合博物館である.

岩手県博を紹介するにあたり，本誌の畑一絡を考 l告

して，地主l . 古生物に関する内谷を 中心 lニ述べる こ

ととする.

施設の概要
54 ， 484m の倣地内には本館のほかに芝生広場 ， J政

策広場 ，li.外以示の民家が配置されている.地上 2

階， J也|活および "1-' 地 1;皆からなる本館は，県木ナンブ

アカマツの木肌を桜した亦褐色の陶製タイル仕上げ

で， ik l!!:i 約 75m ，尚北約70m のほぼ正方形の建物で

ある. 延床面利は 12 ， 063m' に JL;:. その中で民示音11

1"1 は 3 ， 782m' で全体の3 1 % ，保管収蔵音11門は 2 ， 139m

で 18% ，学芸研究部門は 704 m' で 6% ，教育作 J{L_ 音11

1"1 は 466m' で 4 %, 1旨ー理主K営部門は 1 ， 939m' で 16% ，

その他が3 ， 03 1111' で 25% とな っ ている .

品UJ~音111叶は I 'fl;; 訟品~7J~ .;iと，特別 l公示室と近代美術

If(示室に区分されている ';-i~' i泣!瓦示室は地't'l ll，'j 代か

ら I凡代までの岩手の歴史を辿る総合1ft示室と ，より

;司紺| な資料 ・ 記録を紹介するためテー7が選定され

ている分類以5J ~主に区分される.総合以示室では古

典的ないわゆる収政h!J: 7J ~は避け，村'iill された資本|に

1) Iwate Prefectural Museum 
21 Masayuki Oishi 岩干県立博物館
別以降，略科、でiliべる.

岩手県立博物館1 )

大石雅之2)

いわば多くを物語らせる展示の手法を採っている.

その iikれは「県土の誕生(地質 ・ 古生物)J に始まり ，

「いわての夜あけ)考古 )J iいわての歩み)歴史)J i庶
民のくらし(民俗 )J そして「いわての今(現勢 ・ 生
物 ) J へとおしく . 分類展示室では各分野ごとに 4-

2 のテーマが設定されているが，地質のコーナーで

は「南部北上山地の地質Ji三陸海岸地域の地質」そ

して「岩手火山とその周辺地域の地質」に分けられ，
それぞれ古生界，中生界と古第三系，新第三系と第

凶系を扱う.

/.i_内のほかに屋外展示 もあり，重要文化財の曲り
ずごや

!豆と直崖 ，フラ ンスの彫刻家 Aristide Maillol作の

裸婦m 像 r Les trois NymphesJ が置かれ，凶季折

々の花々が咲き乱れる純物園，そ して先シルル系基

盤岩類から第四紀の火山岩に至るまでの ， 県内各地

から集められた48種類の岩石を配置した岩石園があ

る.

保管収減昔日門の施設は，資料の搬入ルートに従っ

て荷受場，荷解室 ， ifJ毒室 ， 写真室の 11阪に並ぶ.収

蔵庫は各分野の特性に従って設計され，第 1 (近
代美術 ・ 底史)，第 2 (生物) ，第 3 (民俗) ，第 4 (地

質 ・ 考古 ) ，第 5 (液浸標本) 収蔵庫に区分されてい

る . 第 2 - 5 収蔵1!Ifには電動棚が設置され，収蔵能

力を高めている.

学芸研究部門では学芸研究室を 中心lこ各分野の資

料主主迎室および図書室が配置され，また資料の保存

処理や分析を行う保存化学室には各磁の機器が整備

さ j している.

教事J普及音11門として利用される施設は， 200名収

谷の i説立，教室 ， 実技室があ る.

館長室 ・事務室で代表される管理運営音[1門は，ほ

かに応接室，会議室 ， 救説室があり，また館内の空

調関係を一指制御する中央盟主視室，空調機械室など

がある.

「県土の誕生(地質・古生物 )J の展示
建設以前の基本構造1に，総合博物館の中でも歴史

博物館としての性格づけがされている岩手県博の地

位 ・ 古生物に関する民示室は，背後に控える広大な
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フィールドに対 し て充分Jょいとは言えない . ここで ハナイズミモ リ ウシ (Leptobison hanaizumiensis ) の
は総合展示室の地質 ・ 古生物に関する展示物を紹介 全身廿絡は長谷川粍杭lにより針1 1 としてはわが凶で
する 初めて似刈されたものである .

「県土の誕生」の展示室入 口 には '~òJí'i liïi左大出ア

ンモナ イト Hypacanthoplites sp が民示され ， この

展示室のシンボルとなっている， I県土の誕生」はさ

らに ， 地質学的側面を紹介する「県土のおいたち」

と化石を展示する「いわての古生物相の変遜j に分

けられる.

「県土のおいたち Jは岩手県の代表的な地形の航空

写真で始ま り ， Kitamura and Onuki (1973) による

東北日本東西断面図の模型 ， I県土のおいたちJ と題

して舟橋三男 4)監修に よ る造 山運動のアニ メーシ ョ

ンへと統< 'また， 先シルル系主主豊富岩~îから秋凹駒

ヶ岳の火山 ';!ji に 至るまで各時代の代表的な岩石標本

も展示している.

1-、 jつての古生物相の変造」では ， シルル紀から第

四紀に至る 63点の化石のうち， 54点までが岩手県内

産で占められている. こ れらの化石は時代ごとに位

置つ'けられ ， 分類群にまとめられ，さらに先カ ン ブ

リ ア代から第四紀に至る 一連の古生態復元図も示さ

れている . 次に ， 展示されている化石のおもなもの

を紹介する . 開館直前に 「わが国最古の」というキ

ャッチ ・ フレーズを降す こ と に なった Heliolites 等

シルル紀川 内層産化石は，意義の大きさの吉IJには来

館者の興味をひかないようである.南部北上山地産

の三葉虫は ， Encrinurus , Phacops, Phillipsia , Pseｭ

udoρhillipsia が各時代より選ばれて展示されている

中生代の各時代ではアンモナイトが展示されている.

準備段階からまだ10年余リで収集資料も少ないため

大型標本の展示をレプ リ カに頼ることが多いが， ア

ン モナイトは現在，盛んに収集されつつある. 宮古

層群産海楼動物化石は保存が良〈磁鰍も豊富なので

他の時代よ り ややスペースを広くと っ てある ， u昭!沼百干和日

5臼6年 8 月 2却O 日 付-朝日新|医聞1潤Hの第一面に大き〈報道され，

話題になつた匙姉I前討Hd;王 (Mame仰nch仰t
は関館当初カか‘ら展示 さ れていた . 宮古層'1M と並んで

保存の良い化石を多産するこ戸地域の中新統からは

ノ コギリガザミ (Scylla ozawai) やユダクサカメ

(Geoclemmys yudaensis ) などが展示 され ， Desmoｭ

stylus japonicus の臼歯は最cifr レプリカに代って笑物

が展示された . また，佐藤二日J\ ( 準備室時代職員，

現大船渡良高 ) が研究した雫石地域中新統のハダカ

イワシ (Lampadena nanae ) や長谷 川普利ヵ、似 7じし

た鮮新世のミズホクジラ (未発表) の全身'討絡は注

目すべき標本である . さらに ，こ れと並んで注目 さ

れるのが，更菊池ー後期の花泉動物~iï の甘格燃本で ，

叶以下敬称略 .

事業活動

岩手県博の組織は館長 ・ 副館長のもとに大きく管

理Il昔11 と 学芸部に分けられ ， 総勢40余名の職以がそれ

ぞれ4L業活動を以 J~~J している.岩手県博では - -~止管

理ギ務のほかに， !民ボ ・ 資料収集保管 ・ 剖査研究・

教育 :;H[- l止の 4 つの卒業活動を事IJ に五~営が行われてい

る

民示活動は ， いわば博物館の店員として米観者に接

する音11分である ， I氏示室には解説干iIìJljJ .w.が常に配置

され ， 有機的な品店示 ji~l，説に役立っ てい る. 'ìl!，"ill[ }Jく力、

のほかに「特別企画展J も年 3 回程度行われている.

58年度は 「内藤春治以J I石灰岩一化石サ ン ゴからがl

穴泣跡まで一J I岩手の看板JRJが開催された .

資料収集保管活動て'は ， 岩手県1専の収集保管ンス

テムに 1えって資料が収集され，各収蔵庫に保'首J され

る. 一方 ， 収集された各資料について資料松本カー

ドが作成されて ， 主主録され る . 日首相 59年 1 )-J 18 l:iJfL 
在で ， 36 ， 5 1 4点の資料が歎録された.な録番号には

IPMM の文字が付け られる .

調査研究は博物館の他の活動を支える放 も 法本的

な活動である.各分野においてそれぞれ長期的プロ

グラムのもとに こ の活動が進められている ， .1也 'l'í

分!!!I'の職員は 2 名であるが， 研究材料の盟山な岩手

県において，できる限り l悩!よい要求に答えるよう努

めている

教育41ζ JIi..活動は j氏示だけからは得られない生きた

学習を従供する坊である ， 議 ií.i(会 ・ 講習会などの他

に館外活動も行われ，地質分野では毎年 2 回自然観

集会が開催されている， 58年度は大*J()波市と久慈市

で行われた .

おわりに

岩手県博が開館して約 3 年半経ったが ， U11和59年

2 月 7 日決ギlニ て'来館者数は 61 5 ， 489 名を数え ， 地域

住民のr，ll て'ffitl 史 ・ 文化 ・ 自然への関心が徐々に高ま

っ てきたと忠われる . たとえば新間報道で博物館に

限lする話題が多〈取り上げられるよ う になり， .1也 't't

関係の記~J_':について言えば，あたかも重要化石発見

のラッシュであるかのように報じられたことがあっ

た.いうまでも な く ， 重要な発見は従米多くの制究

者・によりなさ れてきたわけであるが ， その↑17報は地

域住民まてサ1 11 かないのが常であ っ た . 工IH ' J 的1'1'1者iは

学問の 中で体系化され ， それが教科書や_jl (j: J{;_ f!r-とい

う Jf~ で一般人に提供さ れるのが常道であろうが，↑"l，~

物館 Lì -、わぱ学界と.一般のパイプ役ともいうべき立
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場にあるので，学界の新しい情報を直接提供したり， 利用案内
逆に一般人の発見や疑問に答えることもひとつの佼 開館 H寺問

命になっている . そのために岩手県博が開館して以

来専門的伯報の流通，すなわち普及が地減住民に jム
がってきたのではないか.

最近，各地の新設の博物館の手で脊維動物化石が

発tJ:Ilされ ， 話題になることがある.岩手県↑J!J も開館

後， 一般人の通報に基づいて脊維動物化石の発射を

行 っ たことがある . このような発払l :iJ:，まさに博物

館的事業であるが，一時的な予算の融通が可能なら

ば ， 地方博物館によって今後この方面の的報がより

多くもたらされるだろう .

しかし，地方公共団体による新設の機関としての

博物館は，行政的な面から来して正当な評iilt i を受け

ているだろうか.たとえば ， 岩手県博では展示に Il.lJ

する予算に比 iji土して研究に関する予算は削減されや

911寺30分から 16時30分まで

ただし ， 入館は 16時まで

休館日

月 11M 日 ( 国民の祝日と重なる場合はその翌日)

資本|整:Flli日 ( 9 月 1 日から 9 月 1 0 日まで)

年米年始(12月 28 日から l 月 4 日まで)

入自'I~が|

区分 他l 人 20人以上の団体

小- 中学生 5 0 阿 l 人につき 30円

高 ・ 大学生 1 00 円 1/ 50円

~\t 200 同 11 1 00円

すい何l l í lJ にある.また ， 開館以来初年lí'åi笑に予算:が 場所

減少してきている笑仙がある さらに ， 博物館学芸

員の職務内谷や地位についても少なからず|甘1艇があ

るように忠われる

「間物館に完成はない」と言われるが，開館して
日のはい岩手県間 は ， lE、史の長い欧米の博物館に比

較すると，まだまだ小さな資料室にすぎない.小さ

な資料 室がほんとうの:'Q~ I床での博物館へ成長するか

どうかは ， 今後の活動にかかっている.

最後に，岩手県仰の地質 ・ 古生物音III"J は多くの機

関と 研究者による{制l 協力を得て ìlli営されてきたこと

を記して，厚< iill 礼 1，1，1 し上げる.

020-01 盛岡市上回字松屋敷34凶 ー|凶凹公医l 内

Tel 0196 -61-2831 
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学 ふ一A

。 1984年 l 月 20 日に京都大学で聞かれた評議以会に

おいて1'i・の委員の半数改選を行い， )生水 格，緒

郷久義の阿君が選出された 1984年度日の委只会

は ， 会長のほか ，上記の 2 名および棚.}t'ÎI政作，糸

魚川 淳この 5 名で村L成される .

。向調~~義委民会において ， 次の諸君の入退会，およ

ぴ特別会主iへの推薦が認められた(敬私、目白 ) .

〔入会者〕

戊弁明人 ， 伊与問紀夫，西 弘嗣，太田仁之，

佐藤il~1一 ，関桜秀人，鈴木 直，田中義i羊 ， 高

山邦明，朴鋲i*，鐙広吉 ( 11名 ) • 
〔退会者〕

永沢dit次，板本 IIJI 男 ( 2 名 ) .

〔新特別会員〕

:iili7ldHこr ， .;1 1 :上雅夫 ・川 辺欽故，小村*i'i - - ， 三

木 孝一，村本喜久雄， !Jfl'村律夫， -1、 山正一 ， ;1g: 
!JlI-耕三 ，冨凹幸光，矢JL5道子 ，山 田 純(1 2 名)

〔新賛助会員〕住友石油開発(側技術部，日中石illl

附発附，ア 7'ダビ石油W~ ， 日本石油 |品H印刷ii lJi:.

音1\ ， 三井石 illi 開発(的技術第 l 音1\ ， ダイヤコ ンサ

ルタント ， アラビア石油附技術部

。 1984年 1 月 2 1 日に京都大学で聞かれた総会で ， 池

辺民生，橋本 . 亘 ， 藤岡一男の三君が名誉会長

に推JlIt された .

。 1983年度中の逝去会員は，半沢正J!.I:IDlI ( ;名営会日) ，

坂東裕司 (特別会員 ) ，西沢 勇(哲二通会員 )の三君

であった .

。 1984年 1 月 2 1 日現在の会員数は ， 名社会員 11名，

特別会員204名，普通会員438名 ， 在外会貝46名 ，

賛助会員 15名，計714名である.

。同評議委.l~会で編集幹事に大路樹生君が会長によ

り委IVif， された.

。 日本古生物学会創立50周年記念lJÇ業の実行委只と

して，常務委員である花井哲郎，長谷川普利，木

村迷 l明， 小畠 :{m生の 4 君の他に，次の12君が会長

により委l以された(敬称略 AB CJiI員) ;阿部勝巳，
平野弘道 ， 猪郷久治， 川辺欽哉，小池敏夫，松丸
国Jj世，野田浩司，大路樹生 ， 坂上澄夫，谷村好洋，

柏村和彦，山口寿之.

コ
r
u

z
=ロ 事

1983年度日本吉生物学会論文賞推薦文

古谷裕君 Middle Palaeozoic Palaeoscenidiｭ

idae (Radiolaria) from Mt. Yokokura , Shi kok u, 

Japan. Part 1. Trans. Proc. Palaeoη 1. 50c. 

]aþan, N.S., No.130, pp.96 -116, pls. 21-27 , 

1983. 

Pa l aeoscenidiidae 科の放散虫は従米古生宇佐よ り

報告されてお り， 最近に王っ て下音1\"1' 生界からも知

られるようにな っ たグループである . しかし，その

府位に |期する。h'j-報はまだ乏しく ， 分類If311の H今 1'4~も

不十分で，系統分類上の位置について定見がなかっ

た . 古谷君主・は，本論文において，高知県tili Ù'山に分

布する IÜ氏図山町/if の G，肘の珪質頁岩より fJ)めて -tlli

出した放欣虫化石1~Ï' '1' の ， 本科のHi を対象に分~:tUr~

t'tを検討 し， $Ií たな分Ui1J!. iV\ を設けて 2 新}I~ ・ 5

新悦を含む 4 }I~' 7H を記載した

Palaeoscenidiidae の基本的甘格 ， すなわち Spl­

cule は 1 本から 4 本の apica l spines と 4 本の

basal sp ines とが median bar で直結される形て寸法

成されている . 古谷君主は，走査電子顕微鏡による綿

密な観察によ っ て，この立体的梢造を追求した結米 ，

apical spi nes のうちの 1 本を特定して ， これと

median bar とに対して占める相対的位置に法づい

て ，他の spines を 11M々に識別する方法を息1I 出した.

またさらに， median bar に垂直な而に投 };i~ した

spicu l e の l象は ，こ の科 に あっては常に tetraradiate

ない し triradiate になることを見出した .同君は こ

のような知見を基縫と して， Palaeoscenid iidae 科

および Palaeoscenidiin白 血科を再定義し，既に記

載されている古生代・中生代の秘について分類学的

検討を加えた .その結果， Palaeoscenidiinae !IE科

には ， Paclarentinia および Tleceηna の 2 新析を含

む 7i!~ を所以させるに至ったものである そして，

横倉山の G， J百は，以上のような放散虫の 1rï 柴組成

と眉 !子関係に より，初期ない し中 WIデボン紀と推定

している.

こ のように，本論文において古谷君が豊山な電顕

写真像を用いて， spicule と それを囲む格子殻の発
達程度の相i主を )f1I， のレベルて。明石'{Iiに区別することに
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成功したことは，本科の系統発生を明らかにする上
でのれ献であるのみならず，古生代放j~x虫の研究7](
i.1I\ を 13iめる業 $í'í と iWfi面 される.よ っ て H 本古生物学
会は 711 谷 裕君に論文貨を贈り，今後の一層の発展
を J切りする .

1983年度日本古生物学会学術賞推薦文

的場保望君 新生代 JJ'(生 手T孔虫の分類/えひ生態に |品l

する{iJI先

わが国における新生代小形有孔虫の初| 究は 19世紀

末楽に始ま り，以来これに専念する研究字iーが多数百i

:J\した点では，おそらく新生代軟休動物学の分野に

次ぐものと JEわれる.新生代有孔虫の場合 ， 多くの

研究者が化石と ともに現生組の研究を平行的に行っ

てきた こと が，者しい特徴のひとつにあげられる .

このような引先活動の以|羽によ っ て， 今 日では有孔

虫~生物t子:の基礎として抗生純に |品jする知識が弘、fi'l

され ，jJjj化・ 古生態 ・ 古生物地主li勾ーの領域への発以

の支えとなっている.

的幼右は 1 967年 ， 千葉県銚二f 地械の上部新生界の

イî孔虫 in の報告を行 っ て以米 ， JJ1.生の JA生有孔虫の

うけiiH<.び生態 (I(J分布に傑 〈関心を寄せ ， 本州、l ì 合;，;~!: の

表 I\ 'í :tft千六物を組織的に採集し，これに 含まれる有孔

!.I:!./t l の íiJf ブヒに 没~n してきた. 囲内外の専門誌等に発

表さ H t:ニ松 l誌 i;~(1970) ，秋凹i'J'(1975 ， 1 976) ，能代

;'1' (1976) ，仙台沖(1976 ) の諸論文はそのー述の労作

である 的場君 は，その松島はの論文て討!述してい

る よ うに，標本の省:在J/. tl を 一義的 に 重枕 して，

Phleger 式 コアラーを用い/ilf. JA :ttl~和物の表 JI?j 1 C lIl の

昔1 1分に含まれる有孔虫を定量し，染色により生体と

i直骸を分日IJ する方法を， ~ 1~t して用いてきている.

I ， ;J 右の有孔虫分類における態度ーはきわめて手凶〈似

重であ リ，また同定の正織を WJ して記録のために，

光学問i，}~~}l写真作成用の装置の工夫 と改良に努力を

{ぱυJ し ， すぐれた写真図版を発表してきた こと もよ

〈生日 ら f.L ている .

こ のような苦心の結果のひとつは ，仙 台れl'の内部

次iWM\ よリ派槻併にまたがる!立生有孔虫m の深度帯

Il分であ り，これは国際的な評fillí を受けた 同君は

ま た，秋凶県の周辺iffi;械の税主主有孔虫のみならず，

ItJ 県下の新第三系の化石川?に|品lする 資料の収集に努

めてきているが，日本海の古環境変避に関連して，

新第ど紀以米の底生有孔虫1げが後Jþj更新世に絶滅し

JJ/.:f{の日本海に生息す る のは完新世に入って南進 し

てきた nr誌であ る，とい う-!.ll~I!;f~ ある 見解を 発表して

いる ( 1 978 ) . さらに，同君の研究活動は国外に及ひ

国I;%~ì桁I1ftJ:I:削計画に参加し て ，カリフォ ルニア沌の
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後J~J.~<<，*Jí"世~完新世の有孔虫の研究に従事し，共同

研究者とともに， Jri生・浮遊セi 位~iïのそれぞれにつ

いて仰を{な分析の結来を報告したのカ、最近の業績と

してあげられる(1982) . 

以上のような的場君の，太平洋東西沿岸域の後

J~J新生代 l点生有孔虫の研究は，多 くの分類学 ・ 生態

学上の!思案の解決に有力な鍛ß となる貢献である . こ

れらを通じて北太平洋の有孔虫~~rの進化 ・ 移動・ 古

生物地理!的変造など多 I[皮にわたる興味ある問題ーに 11足

りくむ同君の意欲を十分に詳側できる.よって日本

古生物学会は ここに学やj:j1:l:を贈り， 今後における­

j自の発 Ji{: を 期待する ものである

池谷仙之君 新生代貝形虫の分類および生態に隊lす

る研究

日本の貝 )1三虫に関する知織は ， 日本が未だ探枚し

なければならない未聞の地域に属することを示して

いる.従ってその研究は，どの様な種が，どの様な生

態をもち，どの lI~i ~主範囲に分布 しているのかを知リ，

且つそれからどんな古生物学の研究課題が発脱す る

かを桜紫することか ら始められている.

池谷君は ，共同研究者と共に，日本に収在までまIJ

られている化石 ・ 現生貝形虫の分類学的研究が，比

較的敢近に進股し ，あまり人為的な混乱がないという

利点を生かして， 出来る だけ紋式根本に まであたっ

て ， 分類学的に検討された日本産貝形虫のチェ ック

リストを作製することから研究を始めた ( 1977 ， 花

井らと共者) この結"*は ， 日本の貝 Jf; 虫の多様仙

の概略を知ると同H寺に，日本の|段 i1ré系貝 )防虫の多級

官1: を理lifiiltす るためには ，東南アジアの貝 !f; 虫の知識

が不可欠であるこ とを 具体的に知リ，統いて束尚ア

ジア員形虫のチェック リ ストを共同研究名ーと共に 完

成した ( 1 980 ，花井ほかと共著) .次のステップと し

て ，こ れらチェック リ ス トの作成により出て米た側

々の分類学」二の問題のいくつかを牧討し ， 今まで不

完全にしか知られていなかった 11乏流純 Cythere

omotenipponica の分;(I)"の検討を行な L 、 ( 1 982 ， Malz 

と共若 ) ， 又属 1;， Sino leberis の似用 を自社 かなものに

した(1983 ， Malz と共著 ) .次に浜名川l に (91J をとり，

iMJの形成史を基礎に ，現在のJふ質 ， 7Jく質，海 l息地形

と |禁!係づけて生きている貝形虫の分布の定自;的解析

を行った .これは一方には 貝形虫の生相分けとなり

又他方には死穀の1佐和地の検討 に発展してお り 高〈

評価される ( 1 982 ，池谷 ・ 花井 ) .又国 I:t~旅行If掘削計

画により日本;待機に近い 3700m の海!氏より， 1恨の退

化した貝形虫を報告し日本近海の貝形虫の知識を豊

富にした ( 1980 ， 花井らと共若) .

これを裂するに，池谷君の貝形虫の分鍬学的研究
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は今までの知識を総合しその上に個々の問題をとり

あげ ， ìlí:縁種間]の分布の重復関係の検討を行なう水

準にまで研究を一歩先に発展させた.又生態学的研

究は，生体と Y!:穀の識別は勿論 ， 種の多様!支の解析

等 ， 池谷君が今まで有孔虫で成果を上げて来た ， 位l

FOSSILS 35 (1984) 

f本新生態学的手法を生か して， 貝形虫化石の古生物

学的解析の基礎作 りに大き く貢献 した よ っ て日本

古生物学会は ここに学術試を贈 り， 今後における一

層の発展を期待するものであ る

1. 1 111111 1 ."， 11111 ，，，， -...， 1 11 ・ ，"・・， 1 11111 ・ "・ 11 11 "111111'. 01 1''''111''.'1111111 11 .''川11'川1・・・ 11/1川h・・ 11'111111 ' "_"''''111111''.'1111111 1 '.''・4川 11 1111・ .111 1111・ "・・.， 1 1111 111 ， _"'11"11川，・1111'川 "."'11111'11'_"11111 11州、 .11'111

圃 Pacific Neogene Datum Planes, Contribuｭ
tions to Biostratigraphy and Chronology, 
edited by N. Ikebe and R. Tsuchi, 1984 

このほと'上記の引物が東京大学出版会より FIJ行さ

れた. こ の \，I::~o/Jは IGCP project 114 の成梨ー をお り

こ んだもので， 25の専門家による論文で'Wi.成されて

いる .

第 l 縦は太平洋地域新U~;云 系の Planktonic Datum 

Planes の評iilli にかんするもの 10論文，第 2 編は太+

洋地域の新第三二系 Datum P l anes と 大凶 i羊並びに地

中 iN:地域の新第ど.系 Jí!Î Iナ:区分との IMJ i主についての 2

論文，第 3 編は太平洋地域の判定地域の新第三系化

石M位等と年代学にかんする 11論文 ， 第 4 編は IGCP

-114 の活動と主な成栄にかんするもの 2 論文に分

けて椛成されている.

いうまでもなく ，化石 Jlj位学の究僅の目的は地J('Î

の化石による区分と年代対比であ っ て ，こ の般の研

究は ， わが国では国際対比が云々されるよう にな っ

た ー|数年前よ リ 急速に多 くの研究が進められ， こ の

I11J に幾多の総合研究の諜題やら国際会訟の議題とし

てと り あげられた. 1976年には東京で第 1 回の CPNS

が 1~~Ji桜されたことは記憶に新しいことである.

このと き発行さ れた論文柴 (Proceed ings of the 

First International Congress on Pacific Neogene 

Stra tigraphy) と今回出版された訟物とを比較すれ
ば，いかに進歩がはげしかったかが明らかに読みと

れる.特に大ï!_lÚ羊 ・ 地中海地域の第三系との関連に

ついては，正に:fi'i密な国際対比が諭せ'られており，

大きな成果 といわねばならない これは単なる 化

石M位学又は年代学の進歩でなく，太平洋地域の地

史学上の大きな貢献である.この耐の大作を発表さ

れた W. A. Berggren 博よーの努力に，紹介者は大き

な敏治、を表するも のである .

T! ?物の形態は 8 X ll , 3 10頁の大出版 ， 定iitli12 ,000 

円， Iぶ〈 一般に読まれる こ とと信ずる
(浅野清)

Geology and Palaeontology of Southeast Asia, 
edited by T. Kobayashi, R. Toriyama and W. 
Hashimoto 全25巻の完結を祝して

表記の書物の第 l 巻ヵ、東京大学出版会よ り 1 964年

に刊行さ れてから 20年，こ のほと第25巻が発行さ れ

て漸〈完結をみる に至っ た.この書物の特徴は，寄

稿者の大部分の人が少なくも l 回は東南アジア調査

隊員として現地を訪れ，採集された資料を本人又は

他の専門家に f1(託して，まだ全部ではないが，およ

そ重要なものは ， こ のン リー ズに 印刷されたことで

ある.従って今後東南アジアに地質旅行をされる人

にと っ て，本哲ーがいかに重要な役割を i~i ずるかはい

う ま でもない . 毎年多数の人を J.J'U也に 派遣される事

務， 研究結来をまとめて印刷編集される :i;j';務的苦労

は大変なものであ っ たにちがいない.改めて学界の

ため感謝するとともに，大いに祝福したい . 殊に 第

25巻には，第 l 巻よ りの全内容が各般の index とし

てまとめられ，研究者にとって大変似利なものとな

っている . またメンバーが本ンリーズ以外の雑誌に

発表された論文目録も集録され，これらのものを含

めると莫大な数に達している.

第25巻の定iilfi は 18 ， 000円，東京大学出版会，書物

の大きさは何れも 7 X10. (i支 出f' i1'i) 
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(価格は送料込み)

(13 号〕マラヤ・タイ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他…...・H ・..二 …..... ……………・・ (500 円)

(16 号〕ダニアン問題， 鮮新統 ・ 漸新統論考，その他・・H ・ H ・. . ....・ H ・.....・ H ・ . ..・ H ・... ..・ H ・.....・ H・-・… .... ï .. (500 円)

( 17 号〕シンポジウム “日本新生代貝類化石群の時空分布(そのー)ぺその他……1 ・ H ・ H ・. ... .・ H ・. .…ヮ… ・ (600 円)

(18 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(その二)"，その他・…..……….... ... ........ . ....・ (600 円)

(21 号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体"， その他 ………・・ …・… .. .・…・…ト……………………・ (800 円)
(22 号〕特集“中国地方新生界と古生物" ・…....・ H ・.. . ・ H ・・ H ・ H ・-・…・・…一. . ....・ H ・…-・…・……・・:・・・・・ (800 円)

(23 ・ 24 号〕特集 “化石硬組織内の同位体(第 3 回シンポジウム)ヘその他……………. ..・ H ・ .. ………… (1600 円)

(25 ・ 26 号〕シンポジウム“古値物の分布とその問題点"，その他...・H・..…. . ...・ H ・. . ...・ H ・ ..…・………… ・ (1600 円)

(27 号〕深海底土佐積物中の炭酸塩溶解盤の測定，その他 …..，・ H ・..….. .・ H ・ H ・ H ・..... ... ・ H ・. .………………… (1700 円)

(28 号〕太平洋側と日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問題，その他...・H ・. . . .……….. ..・ H ・ ... 一 (1900 円)

(30 号〕シンポジウム “新第三紀における日本の海洋生物地理一中新世を中心としてー" ・・・7……-…・ (2200 円)

(3 1 号〕本邦白亜系における海成 ・非海成層の対比， カ#の古生態学 (1) ….. .・ H・-… .. . ・ H ・. .………. ……・ {1叩O 円)

(32 号〕四万十帯のイノセラムスとアンモナイト ， カキの古生態学 (2) ……………………・γ…1………… (1500 同，)
(33 号〕ジャワの貝化石，三畳紀 Monotis， その他...・H・.，.……...・ H・-・…….. . …・・….............……一 (1500 円)

(34号〕進化古生物学の諸問題，その地…………・……………・・γ…………………………・日ム…・….. .・ H ・ ( 1500 円 )

〔増刊号〕コロキアム : 化石硬組織内の同位体…………・・ .. .・ H ・...……・・ー ・ ……一…ー .' . ・ .......・ H ・... (1000 円)

29 号の残部はありません.

パックナンパーを御希望の方は， 代金を払い込みの上，お申込み下さい.

大学研究機関等で購入の際は，見積請求書等必要書類をお送りしますので御請求下さい.
申込みと送金先:

〒 980 仙台市荒巻字青葉 東北大学理学部地質学古生物学教室内

化石編集部 (振替口座仙台 1 -17141) 
または日本学会事務センター内日本古生物学会
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